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第 24 回白神山地世界遺産地域科学委員会 議事録 

開会挨拶 

環境省 菅野専門官 
（開会） 

第 24 回白神山地世界遺産地域科学委員会を開催致します。私は、進行

を務めます東北地方環境事務所の菅野と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

それでは始めに、東北地方環境事務所長の中島より開会のご挨拶を申

し上げます。 

環境省 東北地方環境

事務所 中島所長 

(挨拶) 

地方環境事務所の中島でございます。本日はこのような本当に大雪の

中、お集まりいただきましてありがとうございます。30 分遅れで開始す

ることになりましたので、かなりタイトなスケジュールになりますけれ

ども、どうぞよろしくお願いいたします。 

改めまして、白神山地は昨年で 30 周年の節目を迎えたところですけれ

ども、この科学委員会は平成 22 年度の 6 月以来、世界遺産地域の管理計

画の策定や改定、そしてモニタリング計画に基づく調査等について、数多

く助言をいただいているところでございます。地域連絡会議の構成機関

としても、その助言を踏まえながら保全管理を進めているところです。近

年では全国で二ホンジカの分布が拡大しており、白神山地周辺でもシカ

の確認件数が増えており、その影響が懸念されております。 

昨年度の科学委員会においては、現在の生息密度では捕獲自体は難し

いけれども、いろいろと捕獲の試行を行いながらモニタリングの精度を

高めていくこと、また、モニタリング調査の長期的・中長期的なデータに

ついて分析を行うこと等のご助言をいただいたところでございます。本

日の科学委員会では、こういった二ホンジカの対策やモニタリングの長

期データの解析なども含めまして、調査内容、そして保全管理について科

学的な見地から是非ご助言をいただきたいと考えております。 

また先ほど申し上げましたとおり、昨年で白神山地の登録 30 周年を迎

えており、この白神山地の価値・魅力についても、ぜひ情報発信等々を進

めていきたいと思っております。本日の主要議題ではありませんけれど

も、環境省としても周辺地域の利活用を推進したいという地元からのお

話も受けまして、今年度から遺産地域や周辺地域の価値や魅力の伝え方

などを整理するインタープリテーション全体計画の作成に取組んでいる

ところでございます。引き続き関係者の皆様と連携しながら、白神山地の

保全管理、そしてその価値の発信に取組んでいきたいと考えております。 

本日は限られた時間でありますけれども、どうぞご議論のほどよろし

くお願いいたします。 

委員のご紹介、事務局側の出席者の確認、配布資料の確認 
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環境省 菅野専門官 それでは報道機関の皆様のご撮影はここまでとさせていただきますの

でご協力よろしくお願いいたします。 
続いて委員名簿に沿って、委員のご紹介をいたします。 
まず植物の分野から、中静委員長でございます。 

中静委員長 中静です。よろしくお願いします。 
環境省 菅野専門官 続きまして同じく植物専門の蒔田副委員長は Web で参加をいただいて

おります。どうぞよろしくお願いいたします。  
続きまして動物の分野から、由井委員でございます。 

由井委員 由井です。よろしくお願いいたします。 
環境省 菅野専門官 続きまして、同じく動物の分野から田口委員でございます。 
田口委員 田口です。よろしくお願いいたします。 
環境省 菅野専門官 続きまして、同じく動物の分野から高橋委員が Web でご参加をいただ

いております。よろしくお願いいたします。 
高橋委員 
（Web 参加） 

よろしくお願いします。 

環境省 菅野専門官 続きまして、気象の分野から松井委員でございます。 
松井委員 よろしくお願いいたします。 
環境省 菅野専門官 続きまして、地理・地形の分野から小岩委員でございます。 
小岩委員 小岩です。よろしくお願いいたします。 
環境省 菅野専門官 続きまして、社会・利用・地域学ご専門の熊谷委員でございます。 
熊谷委員 熊谷です。よろしくお願いします。 
環境省 菅野専門官 よろしくお願いいたします。  

続きまして、各機関の出席者につきましては出席者名簿のとおりとな

っておりますが、本日、林野庁東北森林管理局の松井課長が欠席、青森県

農林水産部林政課、秋田県自然保護課の皆様が Web 参加に変更しており

ます。 
続きまして、資料の確認をいたします。お手元の資料の配付資料一覧の

とおり、資料 1 から 7 と、参考資料 1 となっておりますので、もし不足

等ございましたらお申し付けください。 
資料 7 は、科学委員会にて助言を得たい事項を 3 つ整理しております

ので、各議事の際にご助言をいただきたいと考えておりますのでどうぞ

よろしくお願いいたします。また参考資料 1 は昨年度の科学委員会の主

な助言事項と対応状況等を記載しておりますので、ご参考にしていただ

ければと思います。また資料 1 から 5 につきましては、時間の都合上、

例年どおりの事業や調査、その結果等については一部説明を割愛させて

いただきますのでご了承いただければと思います。 
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また、委員の皆様には黄色いファイルで参考資料集一式を準備してお

ります。このファイルにつきましては次回以降も使用しますので、終了後

に事務局で回収し、次回開催の際にまたお配りいたしますので、持ち帰ら

ずに置いたままにしていただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 
それではこれから議事に入ります。進行につきましては中静委員長に

お願いいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 
中静委員長 皆さんこんにちは。よく挨拶でお足元の悪いところっていう言い方が

ありますけど、今日は本当に足元の悪いところお集まりいただきまして

ありがとうございます。 
先ほど中島所長からご挨拶がありましたように、白神も 30 周年が終わ

り、新しいフェーズに入るのかなと思いますけれども、科学委員会として

もますます有益な助言ができればと思っておりますし、皆様と一緒にや

っていきたいと思っております。今日 30 分遅れで開始ですけれど、終わ

りの時間は予定どおりに終わってほしいということでしたので、説明そ

れからディスカッション等コンパクトにしてご協力いただくようにお願

いいたします。 
早速、議題の 1 番目に入りたいと思います。保全管理についてですが、

これは助言をいただきたいというのは特になさそうですけれども、事務

局から説明をお願いいたします。 
議題 1 資料 1-1～1-3 (保全管理について) 

環境省 菅野専門官 資料 1-1 につきましては、各機関で行っているモニタリング調査とそ

の結果についてまとめておりまして、後ほどシカ等の対策について議事

2，3 で詳細に説明し、ご助言いただきたいと考えておりますので、ここ

では説明は割愛いたします。 
資料 1-2 も、各機関のイベント・行事を整理したものですので、ご参考

にご確認いただければと思っております。 
資料 1-3 については現在の状況についてご説明をいたします。 

環境省 齋藤保護官 西目屋自然保護官事務所の齋藤です。私の方から資料 1-3 のご説明を

したいと思います。 
平成 6 年 11 月時点で白神山地および周辺地域の通行止め復旧等の見込

みの情報についてです。まず、はじめに白神ラインですが、複数の地点で

車道の崩壊などの災害が発生していて、現在復旧作業が行われています。

開通時期は未定となっています。続きまして、西目屋二ツ井線です。こち

らも釣瓶落峠のところが通行止めになっておりまして、青森県側でも復

旧工事が行われていますが、開通時期は令和 7 年以降が予定されていま
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す。赤石渓流線ですが、こちらも土砂崩れ等が発生して復旧作業のため通

行止めとなっております。開通時期が未定となっています。八峰町にあり

ます、町道白神二ツ井線です。こちらも 8 ヶ所が崩壊してうち 5 ヶ所が

復旧済みですが、残り 3 ヶ所について令和 7 年度に復旧作業を行って、

令和 8 年度から開通する予定です。 
2 番目、不通による遺産管理への影響です。東北地方環境事務所では櫛

石山気象観測施設のバッテリー交換を予定していましたが、こちらがで

きておりません。同じく破損した太陽光パネルの撤去を行って、定点カメ

ラ用の太陽光発電パネルを気象観測用に繋ぎ替えを行っております。自

動撮影カメラを 2 台設置して定点観測を行っております。巡視業務につ

きましては、通行可能なルートで実施しています。ブナ林モニタリング調

査につきましては、一部のリター回収等調査ができておりません。来年度

の見込みは不明です。 
次、東北森林管理局です。原生的ブナ林の長期変動調査について、アク

セス道路が被災して通行止めのため、倒壊林冠発生木調査の全部、積雪深

調査、林内気温調査および入り込み利用調査の一部を中止しています。 
垂直分布の植生モニタリング調査について、二ツ森地区の調査を中止と

しています。合同パトロールにつきまして、アクセス道路が被災し通行止

めとなっているため、コースを限定して実施しております。あ、すいませ

ん、今のは津軽白神森林生態系保全センターでした。藤里森林生態系保全

センターも、合同パトロールについてコースを限定して実施しています。 
青森県自然保護課です。一ツ森コースが白神ライン通行止めに伴って

現地確認ができていないため通行不可となっております。こちらは白神

ラインの開通後、現地調査を行ってから通行の判断をいたします。 
次、深浦町です。町道十二湖青池日暮線は通行止めとなっております。

令和 6 年 11 月から復旧工事が開始され、完成が令和 7 年 12 月の予定で

す。  
資料 1-3 は以上です。 

中静委員長 どうもありがとうございました。資料の 1-1 とか 1-2 については後ほ

どということもありますが、今のご説明に関してのご質問・ご意見ありま

したらお願いします 
由井委員 資料 1-3 に不通箇所の図面がございますけれども、実線は今は通れる

ということだと思いますけれども、津軽峠までは通行できるということ

でよろしいですか。 
環境省 齋藤保護官 そうですね。 

由井委員 それにしては、津軽峠に行っている人があまり多くなかったと思いま
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すけれども、津軽峠を越えて、展望台があって、トイレがあるんですけど

も、そこまでは行ってますか。 
環境省 齋藤保護官 津軽峠のところの駐車場とトイレのところまでは行けますが。 
由井委員 そうなのですね。それで通行止めが多いので、暗門の滝の横の散策コー

スを開放して、ものすごい人がそこに入ってるって話なので、やむを得な

いと言えですね、そこはモニタリング 1000 の調査コースなんですよね。

だから、その人が多くなった影響はまたあるかもしれない、そういうこと

ですよね。 
不通箇所の情報を聞けましてありがとうございます。 

中静委員長 他にいかがでしょうか？ よろしいですか。そうしましたら、また後で

もいいですので気がついたところでご質問いただければと思います。 
それでは、2 つ目の議題に移りたいと思います。モニタリング計画に基

づく調査の実施状況についてということで、これについては資料 7-1 と

7-2 で助言をいただきたい点が示されておりますので、それも含めてご説

明をお願いいたします。 
議題 2 資料 2-1～2-2，7-1～7-2 (モニタリング計画に基づく調査の実施状況について) 
環境省 齋藤保護官 では資料 2-1-1、白神山地世界遺産地域及びその周辺地域における気象

観測調査です。櫛石山・二ツ森・西目屋の 3 ヶ所で気象観測調査を実施し

ております。櫛石山の気象観測施設です。2022 年 9 月の倒木によって太

陽光パネルが破損したため、電力の供給ができなくなり、2023 年の 8 月

15 日までデータを欠測しております。外気温です。2023 年における月平

均外気温が、欠測期間の影響で、8 月の平均気温が例年に比べて低い値と

なっています。また最高気温・最低気温についても、欠測期間が 1 月から

8 月中旬までに及んだため、信頼性が低い数値となっています。降水量で

す。8 月以降の降水量で最も多かったのが、10 月の 417. 5 ミリでした。

10 月の降水量としては、計測を開始して以来、最も高い数値となってい

ます。積雪です。二ツ森の観測施設です。外気温が 23 年における月平均

外気温は 8 月以外、おおむね過年度と同様でした。8 月の月平均気温は

22. 9 度と過去最高値を記録しています。降水量が 2023 年 7 月の降水量

が 1,164 ミリと、2022 年 8 月の 1,341 ミリに次いで 2 番目の高い数字と

なっていました。7 月 14 日から 16 日にかけて梅雨前線が停滞したため

災害級の大雨となり、7 月 15 日の 24 時間降水量が 609 ミリと 1 日で月

降水量の半分を記録ししたためです。次のページに各グラフがついてお

ります。 
次、2-1-2 の 4 ページ、白神山地世界遺産におけるブナ林のフェノロジ

ー調査です。最大積雪深が 2 月の 26 日、ブナの芽吹きが 5 月の 1 日、有
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雪期の終了・無雪期開始が 5 月 5 日、ホオノキの開花が 5 月 14 日、ブナ

の紅葉最盛期が 10 月 28 日、ブナの落葉が 11 月 7 日、無雪期の終了・有

雪期開始が 11 月 11 日でした。次のページにそれぞれの写真等が掲載し

ております。定点カメラですが、先ほどもお話したようにこれまでのカメ

ラの電源が故障して壊れ、電源パネルが壊れたため自動撮影カメラに切

り替えて令和 5 年の 9 月から撮影を開始しております。1 日 1 回、12 時

前後に撮影するようになっております。映している範囲は前回と同じ、こ

れまでと同じ範囲を映しておりますが、ちょっとカメラの性能上、画角が

広くなっていますので今までの写真と一部違っているものがあります。

あと過去にですね、ホオノキの開花として記録したものがコブシなど他

の花であった可能性が出てきましたので、これについては再検証をした

いと思っております。フェノロジーは以上です。 
次に 7 ページにいきまして、ブナ林モニタリング調査です。ブナ林モ

ニタリング調査につきましては 2023 年はサイトへアクセスする道路が

通行止めであったため、リタートラップの設置・回収ができなかったため

欠測となっております。 
次にいきまして、9 ページのブナ林モニタリング調査の気象調査です。

こちらも 2023 年のモニタリング調査は全日程が中止となってデータが

入手できていませんでしたが、2024 年の春にモニタリング調査を実施し

て 2 年分のデータを回収しています。尾根サイト・クマゲラサイトのロ

ガーは回収できませんでしたので、この二つのサイトの地温が欠測とな

っています。データを次のページに載せてあります。 
続きまして、11 ページの中・大型哺乳類等調査業務です。例年通りセ

ンサーカメラを核心地域に 9 ヶ所、緩衝地域 1 ヶ所、周辺地域 5 ヶ所の

計 15 台を設置して、5 月から 11 月の間、撮影を行いました。すいませ

ん、4 月から 11 月の間、撮影を行いました。種類ごとの結果としまして、

哺乳類が 15 種類 273 頭撮影されております。こちら表 1 の方に詳細が

載っております。このうち白神山地で個体数の増加が懸念されている種

として、ニホンジカが 2 頭、ハクビシンが 4 頭撮影されています。調査

地点ごとの結果です。多く撮影された地点は順に、大川、高倉森入口、ク

マゲラサイトとなっております。ニホンジカの撮影状況ですが、周辺地域

で 2 回撮影されております。ハクビシンの撮影状況です。今年度は周辺

地域で 4 頭が撮影されました。核心地域での撮影はなく、核心地域で撮

影されなかったのは平成 29 年度以来です。次のページに、調査地点別の

撮影個体数が載せております。今年度、令和 6 年度の実施状況なんです

が、令和 6 年度も令和 5 年度同様に実施しておりまして、核心地域のデ
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ータについては分析完了しており、ヤナダキサイトにおいてハクビシン

が 1 回撮影されています。緩衝地域・周辺地域のデータは分析中ですが、

白神岳においてニホンジカが 3 回、イノシシが 3 回撮影されています。 
次にいきまして、14 ページのニホンジカ対策植生ルートセンサスです。

2023 年度の実施内容は、林道が閉鎖でアプローチできなくなった追良瀬

川の 2 区間を除いた 8 区間によってルートセンサスを実施しました。食

害の頻度ですが、多くの区間では食害頻度は 1%未満で食害強度も 1 でし

た。ただ一部の区間では食害頻度が 1 から 10%、食害強度が 2 のところ

がありました。食害の程度の経年変化ですが、今年度実施した 8 区間を

対象に、令和 2 年度から令和 4 年度の調査結果の比較を行いました。食

害株数は、全体では令和 2 年度から 3 年度で大きく増加したものの、令

和 4 年度に減少して、令和 5 年度はさらに減少しています。食害の頻度

も、いずれの年も 10%未満であり、現状ではシカによる利用頻度が低い

といえると思います。食害の強度です。食害強度は令和 4 年度・5 年度に

ついては、食害強度が 2 と判定された 2 区画と 1 区画を除き、残りの区

画の食害強度は 1 でした。令和 4 年度・5 年度の食害は減少していると

思われます。 
次にいきまして、ニホンジカ対策のボイストラップ調査です。録音機を

17 ヶ所に設置しまして、シカの鳴き声を録音しております。録音機を設

置した 17 地点のうち、13 地点で 201 回のシカの咆哮が確認されていま

す。次のページに位置図等を載せております。令和 6 年度、今年度につき

ましても同様の調査を実施しており、データは現在解析中です。 
続きまして、20 ページの白神山地ニホンジカ対策広域食痕調査業務で

す。2023 年度は広域食痕調査業務として、令和 4 年度に実施した調査地

点に加えて新たに設定した 9 メッシュにおいて、1 メッシュあたり 5 地

点を目安に 45 地点で実施しました。そこのニホンジカの食痕の有無と食

害レベルを記録しています。それから侵入経路の把握調査として、青森県

平川市及び大鰐町において、食痕・糞などの調査を実施しております。各

種調査においての結果の概要です。各調査地点における食害レベルは、令

和 4 年度・5 年度ともに、d0，nd の地点がそれぞれ 8 割、9 割を超える

地点となっております。食害は非常に少ないですが、調査地点全体として

は北部の青森県側で高いレベルが見られております。侵入経路調査の結

果です。侵入が疑われる調査区間の全てで、ニホンジカまたはカモシカと

思われる痕跡が確認されました。大鰐トンネルでは地域住民によるニホ

ンジカの目撃情報なども得られて、自動撮影カメラ調査では矢立峠周辺

に設置したカメラでオスのニホンジカが 10 頭撮影されております。こち



- 8 - 
 

らの調査にあわせまして、捕獲試験に向けての情報収集・課題整理等を行

っておりますが、現時点では白神山地の生息状況が低密度で効果的な捕

獲手法が挙げられないという結果が出ました。銃猟での捕獲については、

忍び猟・流し猟などで捕獲が想定されますが、足跡の確認が容易な積雪期

での実施というのが考えられます。罠につきましては、誘引餌を用いた罠

猟について、誘引への効果が高い冬季の実施が望ましいですが、実施にあ

たっては当該地区のニホンジカについて誘引餌の実証試験等を行う必要

があるという結果が出ました。 
続きまして、次のページの白神山地世界遺産地域および周辺地域の入

山者数調査ですが、こちらについては議題 4 の方で詳細に説明しますの

で省略いたします。 
環境省 菅野専門官 森林管理局から、資料 2-1-10 からお願いいたします。 
林野庁 林調整官 東北森林管理局の林と申します。よろしくお願いいたします。 

まず、24 ページの原生的ブナ林の長期変動調査でございます。令和 5
年度におきましては、青森県側の令和 4 年度の大雨の影響がありまして

秋田県側のみの調査としておりましたが、令和 5 年 7 月に秋田県を中心

とした豪雨が発生しましてアクセスが困難な箇所が生じたため、一部の

調査箇所を中止しております。令和 5 年度の実施項目は、積雪深調査 1 箇

所、林内気温調査 1 箇所のみとなっております。倒壊林冠発生木調査そ

れから入り込み利用調査は実施しておりません。結果でございます。積雪

深調査につきましては、令和 4 年度冬季の秋 B-4 の最深積雪深は 2 月 22
日、27 日に最大値の 2.7m となっております。令和 3 年度より 0.5m 少

なく、平成 13 年度から令和 3 年度の平均値とそれから令和 4 年度の値を

比較しますと、過年度平均より 0.1m 多い状況でございました。林内気温

調査につきましては、令和 4 年 11 月から令和 5 年 10 月までの林内気温

の月平均値につきましては全般的に高温傾向でございまして、特に 3 月

は平均気温が 3.3℃で平年より 2.8℃、8 月は 24.6℃で平年より 3.8℃上

回りまして、過去最高を記録しております。平成 18 年から令和 5 年の年

間統計値の解析では、年平均気温は 6.7 から 8.8℃の間で推移しておりま

して、特に令和 5 年には 8.8℃ということで大きく上昇しております。調

査期間を通じて、近年が高くなっている傾向に見えることから今後の推

移に注視が必要と考えております。それから寒さの指数につきましては、

上昇傾向にあることから、冬季の冷え込みは弱くなりつつある可能性が

示唆されておりまして、これが近年の少雪傾向の一因とも推測されてお

ります。 
続きまして、26 ページをお開きください。青森県側の中・大型哺乳類
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調査でございます。センサーカメラの設置箇所につきまして、冬期間は深

浦町 12 箇所、鰺ヶ沢町 1 箇所で計 13 箇所設置しております。業務期間

につきましては、深浦町 20 箇所、鰺ヶ沢町 5 箇所、弘前市 1 箇所、西目

屋村 9 箇所で合わせて計 35 箇所設置しております。冬期間につきまして

は令和 4 年 11 月 16 日から令和 5 年 5 月 9 日まで、業務期間につきまし

ては令和 5 年 5 月 9 日から 11 月 22 日までとなっております。結果でご

ざいます。冬期間につきまして動物の撮影個体数は全地点で合計 851 個

体、そのうち哺乳類調査は 707 個体でありました。ニホンジカにつきま

しては、撮影インターバル 0 秒のデータでは冬期間中の 11 月から 4 月ま

で、6 箇所で 47 頭が撮影されております。イノシシにつきましては、12
月、1 月、5 月に 5 箇所で 8 頭が撮影されております。続きまして業務期

間の方ですけども、動物の撮影個体数は全地点で 4,003 個体、そのうち

哺乳類につきましては 3,862 個体でございました。ニホンジカにつきま

しては撮影インターバル 0 秒のデータでは 25 箇所から 285 頭が撮影さ

れ、性別はほとんどオスでありましたが、メスも 3 頭撮影されておりま

す。イノシシの方につきましては、12 箇所から 38 頭が撮影されており

ます。27 ページに、冬期間と業務期間の詳しい表を載せさせていただい

ております。28 ページはニホンジカとイノシシの撮影地点、29 ページは

ハクビシンとアライグマの撮影地点になっております。30 ページは経年

変化の図を載せさせていただいております。 
続きまして 31 ページをご覧ください。秋田県側の中・大型哺乳類調査

になります。センサーカメラの設置箇所は、冬期間は八峰町に 8 箇所、業

務期間につきましては八峰町 10 箇所、藤里町 17 箇所、能代市１箇所、

計 28 箇所設置しております。調査期間につきましては、冬期間が令和 4
年 12 月 12 日から令和 5 年 3 月 29 日まで、業務期間につきましては令

和 5 年 4 月 20 日から 11 月 8 日までとなっております。結果でございま

す。冬期間につきまして、動物の撮影個体数は全地点で 46 個体、そのう

ち哺乳類が 41 個体でございました。ニホンジカにつきましては、12 月

に地点 2 で 1 頭が撮影されております。イノシシにつきましては冬期間

の撮影はありませんでした。業務期間につきましては、動物の撮影個体数

の方につきましては全地点で 4,336 個体、そのうち哺乳類につきまして

は 4,148 個体でございました。ニホンジカにつきまして、撮影インター

バル 0 秒のデータでは 18 箇所から 92 頭が撮影されておりまして、性別

はほとんどがオスでありましたが、メスにつきましても 6 頭撮影されて

おります。イノシシにつきましては 4 箇所から 7 頭が撮影されておりま

す。32 ページに、詳細な表を載せさせていただいております。次の 33 ペ
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ージに、撮影地点の位置図を載せさせていただいております。34 ページ

は経年変化でございます。 
続きまして 35 ページをご覧ください。青森県側における冬期ニホンジ

カ分布調査でございます。こちらは深浦町の国有林内等に 11 台のカメラ

を設置しまして、令和 5 年度の青森県側における中・大型哺乳類調査の

調査地点のカメラを一部撤去せずに残したままで、冬期間も継続して設

置して実施しました。調査期間につきましては、令和 5 年 11 月 21 日か

ら令和 6 年 3 月 31 日までです。結果でございます。ニホンジカは 4 箇所

から 33 個体が撮影されまして、性別は全てオスでございました。それか

らイノシシにつきましては、5 箇所から 10 個体が撮影されております。

36 ページに撮影された確認種・個体の表、それから位置図を載せており

ますので、後ほどご覧いただければと思います。 
37 ページをお開きください。秋田県側における冬期ニホンジカ分布調

査でございます。こちらは、センサーカメラのを国有林に 2 台、それから

民有林に 4 台、計 6 台設置して実施しました。調査期間は令和 5 年 11 月

9 日から令和 6 年 3 月 5 日までとなっております。結果でございます。

手這坂 2 箇所において 4 頭が撮影されておりまして、内訳としましては

3 頭がオス、1 頭が不明でございました。撮影個体は次のページの写真 1
に載せております。それから、38 ページの横間台２台の方ですが、こち

らはニホンジカの撮影はございませんでした。それから小入川の 2 箇所、

これは国有林になりますけども、オス 3 頭が撮影されております。撮影

個体は写真 2 の方になっております。 
続きまして 39 ページをお開くください。青森県側におけるニホンジカ

痕跡調査でございます。調査方法につきましては、スギ林や傾斜が緩いな

どのニホンジカが好む環境や、既にセンサーカメラでニホンジカが写っ

た箇所を越冬候補地として絞り込んで、現地の方ではスギ林の林縁部を

中心に踏査して痕跡を採取しております。また 3 月 6 日と書いてありま

すが、すいません 13 日の間違いですので訂正させていただきますが、3
月 13 日に森林総合研究所東北支所と合同調査を実施しておりまして、採

取したサンプルにつきましては森林総合研究所東北支所に DNA 分析を

依頼しております。結果でございます。26 地点で採取した痕跡のうち、

13 地点から食痕等でニホンジカの陽性反応が得られております。それか

ら 8 地点で、カモシカと判定されております。40 ページの方に、痕跡調

査の詳細な状況を載せております。41 ページの方が、採取し陽性反応が

出たおおまかな箇所の地図となっております。 
42 ページをご覧ください。秋田県側における冬期ニホンジカ痕跡調査
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でございます。こちらにつきましては、令和 5 年度は記録的小雪であっ

たということから、これまでよりも遺産地域に近い八峰町水沢ダム周辺

の民有林、スギ林ですけどもそちらを中心に、3 月 14 日に森林総合研究

所東北支所と合同調査を実施しております。結果でございます。水沢ダム

周辺で採取した食痕や糞などの痕跡につきましては、ニホンジカ陽性反

応が示されたサンプルはございませんでした。43 ページが調査地域の地

図となっております。 
続きまして 44 ページをお開きください。こちらは令和 6 年度小岳のハ

イマツ群落におけるマツノクロホシハバチの生息状況調査でございま

す。調査方法ですけども、小岳山頂に至る登山道沿いで最初にハイマツ立

木が見られる箇所から、小岳山頂までの約 250m の登山道を調査ルート

として設定しております。結果でございます。令和 6 年 10 月 17 日に現

地調査を行ったところ、ハバチ類の幼虫は見つからず、またハイマツの葉

が食害により枯死している様子も見受けられませんでした。今年はハイ

マツに被害を及ぼす程度のハバチ類の大発生は起こらなかったものと推

測されております。45 ページが調査ルートの起点と終点、それから写真

の撮影状況を載せております。 
続きまして 46 ページをお開きください。青森県側の合同パトロールで

ございます。結果ですけども、こちらは、第 1 回を 7 月 23 日に実施して

おりまして、ブナ林散策道、高倉森、それから白神岳登山口の 3 コースで

実施しております。無断伐採等の違法行為や焚き火等のマナー違反の確

認はございませんでした。第 2 回につきましては、8 月 31 日に実施して

おります。こちらは高倉森登山口と白神岳登山口の２コースは雷雨のた

め現地判断で中止となっておりますが、ブナ林散策道の 1 コースの方は

実施しております。ブナ林散策道では、無断伐採等の違法行為や焚き火等

のマナー違反の確認はございませんでした。なお、白神山地に興味を持つ

人材の育成と巡視員の後継者確保に向けた取組みとしまして、合同パト

ロール一日巡視員の募集試行を実施しておりまして、8 月 31 日の青森県

側の第 2 回合同パトロールに大学生 1 名が参加して実施をしております。

47 ページから 48 ページは、合同パトロールの様子でございます。 
49 ページをお開きください。秋田県側の合同パトロールでございます。

結果ですけども、第 1 回につきましては小岳、大滝・粕毛川の２コース計

画しておりましたけれども、残念ながら雨ということで中止をしており

ます。第 2 回につきましては 9 月 7 日に、小岳の 1 コースで実施しまし

た。無断伐採等の違法行為や焚き火等のマナー違反の確認はございませ

んでした。50 ページは合同パトロールの様子を載せております。 
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以上でございます。 
環境省 菅野専門官 続いて、資料 2-1-20 につきまして、青森県林政課から説明お願いしま

す。 
青森県 林政課 

浅利 技師 

（Web 参加） 

青森県林政課では、森林病害虫被害航空探査ということで、松くい虫被

害及びナラ枯れ被害の早期発見のため航空探査を実施しております。実

施時期につきましては、松くい虫被害を確認しやすい 5 月と 9 月に実施

しております。また、ナラ枯れ被害を確認しやすい 8 月にも実施してお

ります。調査範囲につきましては、県防災ヘリコプター「しらかみ」を活

用しまして、深浦の広戸・追良瀬・横磯地区のほか、県境付近までを探査

しております。実施方法につきましては、防災ヘリに県の担当者と森林管

理局と林業研究所の 3 名乗りまして、上空からビデオカメラであったり

デジカメ等で撮影して、被害木の位置情報を取得し、勤務公署に戻り次

第、図面情報を確認してその位置を落として、現地調査をしております。

結果概要の右下のほうに飛行ルートがついております。今年の調査は 5
月 10 日と 8 月 23 日と 9 月 13 日に実施しております。調査結果としま

しては、複数本の枯れたマツ類およびナラ類を発見しております。深浦町

では広戸・追良瀬・横磯地区での松くい虫被害を確認しております。 ま
た、ナラ枯れについては、青森市・弘前市・五所川原市・つがる市・鰺ヶ

沢・深浦町の各所において被害木を確認しております。 
林政課からは以上になります。 

中静委員長 ありがとうございました。では、資料 7-1 と 7-2 の説明をお願いいたし

ます。 
環境省 齋藤保護官 資料 7-1 の説明をいたします。 

助言を得たい項目としまして、モニタリング結果の長期的なデータ分

析についてですが、内容としましては昨年度の科学委員会でご指摘いた

だいたモニタリング成果の長期的なデータ分析について、次回のモニタ

リング評価が令和 8 年度中に実施することとなっているので、それに合

わせて令和 7 年度、8 年度で分析を実施したいと考えています。 
分析に関して以下の項目について想定されると考えておりますが、追

加する項目や注意点等がありましたらご助言いただきたいと思います。 
1 つ目が、モニタリング項目ごとに開始時からのデータを経年データの経

年変化を分析する。2 つ目として、気象データと動植物等のデータの相関

関係の分析と考察。3 つ目、気候変動・温暖化の影響を踏まえた経年変化

や相関関係の分析・考察を実施する。この 3 つを実施したいと思ってい

ますが、何か注意事項やご助言ありましたらよろしくお願いいたします。 
環境省 菅野専門官 続いて資料 7-2 のもう 1 つの助言を得たい事項について、森林管理局
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からお願いします。 
林野庁 林調整官 すみません、その前に資料 7-1 の 1 ページですけれども、一番最後の

関連・参考資料のところで「令和 3 年度及び令和 4 年度 白神山地世界

遺産地域等における垂直分布の植生モニタリング調査報告書（概要版）

（一部を抜粋）」と書いてありますが、正しくは「令和 3 年度及び令和 4
年度 白神山地世界遺産地域における原生的ブナ林の長期変動調査報告

書（概要版）（一部を抜粋）」ですので、訂正させていただきます。また、

原生的ブナ林の長期変動調査報告書の概要版を抜粋したものを 2 ページ

以降に参考資料としてつけておりまして、そちらの方も名称が間違って

おりますので、訂正（誤「１ 令和 3 年度及び令和 4 年度 白神山地世

界遺産地域等における垂直分布の植生モニタリング調査報告書（概要版）

－一部を抜粋－」→正「１ 令和 3 年度及び令和 4 年度 白神山地世界

遺産地域における原生的ブナ林の長期変動調査報告書（概要版）－一部を

抜粋－」）させていただきます。よろしくお願いいたします。 
資料 7-2 でございます。こちらの方は「白神山地世界遺産地域等におけ

る垂直分布の植生モニタリング調査の簡素化・合理化について」というこ

とでご助言いただきたいと思っておりまして、このモニタリング調査に

つきましては、遺産地域内及び周辺部の植生の垂直分布の状態を定期的

に調査・分析しまして、遺産地域の順応的管理に資することを目的として

おりまして、平成 25 年度に 1 回目の調査を実施しまして、平成 30 年度

に 2 回目の調査を実施しております。前回調査から 5 年以上経過したと

いうことで、今年度調査が可能な 3 地区で調査を検討しまして、予算事

情から結果としては 2 地区、高倉森・小岳で発注を試みたんですけども、

価格がですね、なかなか折り合わなくて、結果として 1 地区、高倉森だけ

での実施となっております。残りの地区につきまして、白神岳・小岳・二

ツ森がありますけども、これにつきましても今後 4 から 5 年かけて調査

を実施したいと考えております。なお本調査の方を、他の調査と並行して

実施するに当たりまして、予算上の観点から、もし調査の簡素化とか合理

化ができればと考えておりまして、何かアドバイスをいただければあり

がたいなと思っております。参考の方に書いておりますけども、平成 30
年度の 1 プロット当たりの単価を 1 とした場合、令和 6 年度は 6.7 倍に

上昇しておりまして、複数の年度で実施せざるを得ないかなと考えてい

るところでございます。参考資料としまして、令和 6 年度の仕様書と平

成 30 年度の調査報告書の概要カルテをつけさせていただいております。 
以上でございます。 

中静委員長 ありがとうございました。では、ご意見いただくんですけど、まずは資
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料 7-1，7-2 で助言をいただきたい事項についてのご意見をお伺いしたい

と思います。その後、資料 2-1，2-2 についてのご意見を伺いたいと思い

ます。 
資料 7-1 について、遺産登録から 30 年経ってモニタリングも 20 年近

い、あるいは 20 年以上のデータもあるわけですけれども、これについて

の長期的な分析ということなのですが、ご意見がありましたらお願いし

ます。 
由井委員 まず一番最初に前回申し上げたかもしれないけれど、長期データを誰

が分析するかという話しがあります。どこかの組織、あるいは個人が分析

して、それを公開するのか、どういう方法で公開するかがあって動き出す

と思うんですけども、現在ここに書いてある「助言を得たい事項」の中で

想定されている、データの使用方法や公開方法っていうのは何かありま

すか？簡単で結構です。 
中静委員長 これはどのようにお考えでしょうか？ 
環境省 齋藤保護官 基本的にはこちらの科学委員会の方で結果報告したいということと、

あとモニタリング評価ですので、モニタリング評価、五年毎の評価に合わ

せて発表したいと思っておりますが。 
中静委員長 多分そういうことというよりは、誰かこれを外注で分析してもらうと

か、例えばデータ取った人以外に分析してもらうとかっていう場合の問

題点があるかということなのだと思いますけれども。 
環境省 齋藤保護官 環境省では気象の細かい分析とかはできないので、そういうのができ

るコンサルなり研究者なりに発注したいと思っております。 
由井委員 公開データであれば問題ないし、特別に改造されてるデータを渡すと

きは、最後公開してもピンポイントで例えば希少種の場所がわかんない

のであればそれは構わないのですけども。例えば、私は鳥なんですけど

も、イヌワシやクマタカの場所がですね、論文になったときにど真ん中に

ぽんとポイントで指されたりすると、全くばれちゃってまずいので、その

へんが問題なんですよね。もちろん何て言うのかな、場所を明示しないで

論文を書くこともできるんですけども、中間でコンサル等に渡したとき

に、そのときにかなりやばいことなのかなっていう気がして、これは希少

植物でもそうですけどね。やっぱりそうすると逆にですね、もう常にお忙

しい大学の先生にばかり頼むことになって、なかなか迅速には対応でき

ないかなっていう気がしました。 
中静委員長 その点について教えてください。 
環境省 齋藤保護官 そうですね、希少種の生息地等のデータの扱いについては注意して、種

によっては出す前にですね、委員の先生方の方にお伺いするなど、注意し
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て取り扱いたいと思います。 
中静委員長 ありがとうございます。助言を得たい事項ということで、3 つ中身が示

されていますけど、その他にこういうことが必要ではないだろうかとい

う点について、ご意見ありましたらお願いします。 
松井委員 すごい細かい指摘なのですけど、まずは気がついたところからという

ことで。6 ページ目に寒さの指数の経年変化を出しておられるのは非常に

良いかと思うのですが、同時に暖かさの指数も出しておいたほうが、植生

という意味では垂直分布との関連性が高いと思われますので、その辺り

との関連性を是非今後見ていただきたいと思います。まず第 1 点です。 
中静委員長 では、蒔田委員お願いします。 
蒔田副委員長 

（Web 参加） 

前回、もうちょっとデータ解析をした方がいいんじゃないかっていう

発言をさせてもらったんですけれども、今日のご報告を聞いてみても、1
つ目の項目でモニタリング項目ごとのデータの経年変化を分析と書いて

ありますけど、それはそれなりに良いグラフ等出されているので、ある程

度はできてるのかなと思います。しかし、1 つは調査主体を横断した形で

の白神全体でどうなってるのかっていうところを考えてみる必要がある

んじゃないか、っていうふうに感じました。 
例えば、温度についてもいろんなところで何点かで測られているので

すけれども、あるところでは、この年が一番高温でしたっていうデータが

出ていて、それを他の測定地点と比べて一致しているのかしてないのか、

場所による違いがあるのかとかについて検討しないといけないのではな

いかと言うことです。例えば、積雪にしてもいくつかの地点でのデータが

出されてますけれども、それらに何らかの同じ傾向があるのとかいうふ

うに、関連する測定項目の中で、いくつかの測点で測られているものを横

断的に見るっていう視点が必要なんじゃないかなというふうに思いま

す。 
その際に、ある程度何を見るのか、というテーマ設定が必要だと思いま

す。やはりそこは温暖化っていうか気候変動っていうのが白神の環境測

定として表れているのかどうかっていうふうなテーマ設定をして、それ

について使えるデータはこういうところにあって、それらを見たらどう

なるっていうふうな、何かそういうストーリーがやっぱり必要なんじゃ

ないか。モニタリングって、データを取っていくこと自体は非常に大変な

ことなので、白神の場合、非常に多くの項目でこういうことを続けてきた

っていうのはすごく価値があると思うんですけれども、そこから何がわ

かってるのかっていうところの説明がまだされていないというのが一番

問題なんじゃないかと思ってます。ですので、そのために、まずこういう
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方向性でこれまでのデータを見てみるのが必要じゃないかっていうテー

マ設定をする必要があると思います。 
その一つは今言いました、温暖化っていうか、気候変動が白神山地で実

証されているのかどうかっていうこと。で次が、気象データと生物データ

の関係性があるのかっていうことになるんじゃないかなと思いますし、

それをやることで、例えば温暖化の影響っていうのが標高によって異な

っているのか、もし異なっていそうなら、もっと測定点を増やしてこうい

う場所で同じ項目を見てみる必要があるんじゃないか、という議論をし

ていく必要があると思います。 
そのために一つは、そういうふうに調査主体を横断した形での一つの

テーマについての解析・解釈っていうのをやってみる必要があるんじゃ

ないかなと思います。もう一つは、今モニタリングのデータって、白神以

外、日本全国・世界全体でたくさんやられてますんで、そういうものと比

べてみるっていう視点も必要かと思います。ここに関しては多分研究者

がやらないと駄目な面が多いでしょうが、そういう意味で協力してくれ

る研究者の方がいればそういう人たちに依頼するとか、ある程度の研究

費を用意して、白神の特徴を解析してもらうとかいうふうなことも必要

なんじゃないかなと思います。 
以上です。 

中静委員長 ありがとうございました。 
大変重要な点かなと思います。、やっぱり 1 つの項目ではなくていろん

な項目で比較分析するようなこと、それから他のもっと広域で行われて

るモニタリングとの比較をやっていくということ、それからストーリー

を作るということですね、温暖化は一つのストーリーだと思うんですけ

ど、その他に何かこういう分析をした方がいいというようなことがあり

ましたら、お願いしたいわけなんですけれども、いかがですか。 
熊谷委員。 

熊谷委員 追加というより、今の蒔田委員の発言のフォローアップになるかと思

うんですけど、IUCN の立ち位置から指摘させていただくと、まさに蒔田

委員が今指摘したことが大事で、要はモニタリングは、健康診断である。

大事なところを測って、各データを計測・記録して終わりではなく、全体

を見ることによって、人の健康状態を測る。 
だから蒔田委員が言ったように、今、経年的に見て白神遺産地域の健康

状態はどうなってるのか、を IUCN は求めているというのをもう一度確

認したいということと、あともう一つは、何らかの劇的な変化があったと

きにどういうアクション、どういう処方箋が必要になるんだ、そこら辺も
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結果出てからじゃないと分からない部分は多々あろうかと思いますが、

留意しながら健康診断を続けていく必要があると思っております。 
以上です。  

中静委員長 ありがとうございました。では、田口委員。 
田口委員 一つあるのは、この 30 年間世界遺産になってきて、自然の健康診断と

いうもののデータが出てるんだけれども、人の利用が除かれた自然とい

うものがどういう方向にきてるのかっていうことも、やはり見るべきだ

なというふうに思います。例えば、ツキノワグマを一般猟期と春のクマ狩

りなど定期的に捕獲していた歴史があったところが、捕獲がなくなった

ということになると、そのことへの答えとして変化してるのか、してない

のか。傾向としては、水が減ってるのか。減ってる傾向があるのだろうか、

上がってる傾向があるのだろうか。そういう見方も必要かなと思うんで

すね。要するにその世界遺産っていうのは、まず人間と自然との関係とい

うものもちゃんと考えたデータっていうのが IUCN などから求められて

きているように最近思うんですけど、そういうことも含めてデータ作り

というものをした方がいいんじゃないかなというふうに思います。ちょ

っと雑ぱくな意見ですけれども。 
中静委員長 ありがとうございました。他にはいかがですか。 

人間の利用の問題については、IUCN が白神に対して指摘をしている

点ですので、その点をどういう分析が可能かっていうことは気になりま

す。ここで具体的なところまでいくのはちょっと難しいかもしれません

ので、後ほどご意見を伺わせていただいて、それを参考にして、やっても

らえればいいかなというふうに思います。 
中静委員長 そのほかに何かありますか。 
小岩委員 弘前大の小岩です。ちょっと的外れなのかもしれないんですけど、やは

りその、例えば温暖化の影響を調べてどこにどういうふうに出てくるか

っていう、やっぱりどこにどんな風にっていうふうなことで、やっぱりそ

ういう視点が欲しいのかなと思いまして。例えば、3 ページで固定調査区

のデータはあるんですが、これ見てちょっと私びっくりしたんですが、

「消滅」というものがどこから増えているのか書いていないんですけれ

ども。こういうものがこの調査区の苗のどこでどんな空間分布してある

のかっていうふうな、そういうことの視点でどこが大きく変化してるの

かっていう、空間的な分布っていうものをして、っていうふうなものも持

っていただければありがたいかなと思いました。 
中静委員長 この多分 3 ページの資料は、森林管理局が設置している 2 ヘクタール

の中で消失したというようなデータですよね。だから、どこかっていうの
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はものすごく局所的な話になるかもしれません。ですよね。 
林野庁 林調整官 そうです。 
中静委員長 その他いかがでしょうか。 
由井委員 令和 7，8 年に何かその方向性を取りまとめるって先ほどおっしゃった

と思いますけども、公開で募集してもいいですけど、まずせっかく科学委

員会でメンバーの方、研究者を主体にですね構成されてますから、これま

でに参加した研究者も含めて、あなたはどこどこの部分、あるいはどれと

どれの相関関係をやっていきたいかっていう、最初に希望を出してもら

ってですね、それで漏れたものを公開に回すとかですね、優先順位がある

と思うんですよ。1 人じゃできないからこれは皆さんに頼んで助けてもら

うとかですね、そういう順番にですねまとめたいことをですね、ノミネー

トさせていくとか、そういう段取りが大事ではないかと思います。 
中静委員長 ありがとうございます。その辺はまた後ほどご相談させていただくと

いうことにしたいと思います。その他、私が気になってるのは、やっぱり

利用者数との関係で、前に遺産地域の中の帰化植物に関して調査してい

ただいたことがあると思います。その結果が時々報告されていると思い

ますが、一括して見てないと思います。青森県側と秋田県側の入山をいろ

いろこれまでも議論してまいりましたけど、そういうことを考えるデー

タとしては、今のところこのデータが重要かなというふうに思うので、そ

の辺はきっちり分析しておくことが必要かなと思います。 
その他いかがですか。 環境省、それから林野庁の方で何かこういうこ

とをやりますか。いいですか？ 
環境省 齋藤保護官 はい。 
中静委員長 多分、これからやりますということで具体的なところはまだまだ詰め

なきゃいけないところあると思うんですけど、それは今日のご意見を伺

って、また後ほど個々に詰めさせていただきたいということにしたいと

思います。 
それで 7-2 についてのご意見をお願いします。 

松井委員 松井ですけれども、合理化についてということが助言を得たい内容の

中に書いてあったので、私の思うところを述べさせていただくと、非常に

単価が上がってしまってということで、少しずつ年度を跨いでもやって

いただける方が、やっぱりせっかく設置したプロットのデータが無駄に

ならないかなと思います。年度跨いでもとにかく今まで設置したプロッ

トを何とかやりきったという方が、気候変動という観点からすると良い

かなと。 
その理由は、これから 2050 年に向けて、世界の気温上昇というような
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トレンドとしては続いていって、そこで徐々に 2100 年に向けて、収束さ

せていくっていうのが全世界のシナリオですので、せっかく今やり始め

たものを止めてしまうとさらにですね、そういう傾向が見えにくいって

いうこともありますし、さらに植生に関しては、非常に反応が気候が変わ

ったからといって次の年にすぐ変わるというものではないので、遅れて、

タイムラグですね、遅れて出てきますので影響というものが、その辺がや

はりきっちり把握するためには設置した場所で長くやっていくことが、

少しずつでもやっていくことが、結果として正しく変化を把握すること

に繋がるのではないかなというふうに思った次第です。 
で、どうしてもどっか減らすっていうことであれば、これは本当に個人

的な意見でちょっとあれなんですけども、確実にキープすべきはブナの

分布の下限とブナの上限であって、真ん中はなかなか変化はしづらいと

ころでありますので、もし変化を検出するということを主眼にするので

あれば、分布の下限と分布の上限にあるプロットは決してやり損じのな

いようにしておいて、っていうことかなっていうのがちょっと妥協的な

策かなと思うのですけれども、ちょっとこの点は他の委員の先生方にも

お聞きしたい所です。 
中静委員長 他の委員の方、いかがですか。ご意見、蒔田委員とかご意見ありますか。

よろしいですか。 
この調査は、毎年やってもそんなにきちっとした精度でできる問題で

はないし、変化も緩やかだと思うので、5 年に 1 回ということを最初から

想定していたわけですけど、それよりも緩くてもいいし、場合によっては

密度を減らしてもいいというご提案だったと思います。そういうことで

すかね。 
松井委員 密度はなるべく減らしたくはないですね。 
中静委員長 なるべく減らしたくはないんですけどね。まあ、密度を減らすよりは時

間をもう少し緩やかにとってですね。 
中静委員長 わかりました。どうぞ。 
林野庁 林調整官 ご意見を踏まえまして、できるだけ年数は別れたとしても継続すると

いうことで取組んでまいりたいと思います。どうもありがとうございま

す。 
中静委員長 この件に関して他のご意見ありますか。よろしいでしょうか。そうしま

したら、ちょっと戻りまして資料 2-1 と 2-2 でモニタリング結果につい

ていろいろご報告いただいたんですけれども、それについてのご意見あ

りましたらお願いします。 
その際ですね、ニホンジカの対策とそれから入山の問題、それから松く
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い虫・ナラ枯れについては別に議題を設定してありますので、それ以外の

ところということでお願いします。 
由井委員 関連せざるを得ないんで、ちょっとお聞きしますけども。シカの咆哮調

査でボイストラップというのをやって、ページ 17，18 あたりに自動分析

でシカのカウントしてるとか書いてあるんですけども、ボイストラップ

でやるとそれ以外の動物の声も録音されてるんじゃないかと思うのです

が、今日の議題では一切出てこない鳥についてですね、クマゲラであると

かですね、ブッポウソウであるとか、結構けたたましい声を出すやつは録

音されてる可能性はないとはいえないので、それを自動的に簡単にぽっ

とスイッチを押すだけで出せるかどうかだけお聞きしたいと思うんです

けれども。 
中静委員長 いかがでしょう？ 
環境省 齋藤保護官 専用のソフトを使って、シカの声を拾ってるんですけれども、そのサン

プルとなる動物の声、そのデータを入れれば拾うことができるので、例え

ば特定の鳥の鳴き声とかを拾うことは可能だと思います。 
中静委員長 そのサンプルを誰かが提供しないといけないわけですね。 
環境省 齋藤保護官 そうですね、その元になるサンプルデータがないと。それと近いものの

データを拾うという形になるので。 
中静委員長 だいたいはそのまま捨てないで保存されてるという理解でいいですよ

ね？ 
環境省 齋藤保護官 そうですね、丸々データはとってありますので、他の音を調べたいって

いう方がいればそのデータを提供できますので。 
中静委員長 ありがとうございます。他にご意見、ご質問ありましたらお願いしま

す。よろしいですか。 
交通事情、林道ないし白神ラインの不通によって、本来されるべきモニ

タリング項目がかなり欠落しているっていう状況ですので、特に遺産地

域内のモニタリングが非常に薄くなっているというのがここ 2 年間の現

状だということは、皆さんよく理解していただく必要があると思います。

来年、あるいは来年の後半ぐらいには戻る可能性はあるんですけど、その

先のことで、このモニタリングが途切れないようにしていっていただけ

ればと思います。 
その他もしご意見なければ先に進みたいと思いますが、よろしいでし

ょうか？ またもしありましたら戻っていただいて、お願いいたします。 
次にニホンジカの対応という議題 3 に移ります。資料 3-1，3-2、それ

からこれも助言をいただきたいというのがありまして、ちょっと資料 7-
3 について、事務局よりご説明をお願いします。 
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議題 3 資料 3-1～3-2，7-3 (ニホンジカの対応について)  

環境省 齋藤保護官 資料 3-1、令和 5 年度におけるニホンジカの生息状況について説明いた

します。 
ニホンジカの目撃情報の整理を行って、ニホンジカ対策の基礎データ

としてニホンジカの目標情報の整理をいたしております。令和 5 年度は

白神山地の周辺市町村におきまして、合計 219 件 241 頭の目撃が確認さ

れました。 
関係機関において 4 月から 11 月に合計 101 台のカメラを設置してお

ります。実施結果につきましては、下の方にカメラの台数と目撃情報のそ

れぞれの件数表を載せております。次のページのほうには、月別の確認個

体数と、年々ごとのカメラの設置台数と確認個体数の推移を載せており

ます。令和 4 年度、5 年度から確認個体数が増加しております。次のペー

ジにいきまして、3 ページにセンサーカメラの設置位置、4 ページにセン

サーカメラごとのニホンジカの確認地点の図を載せております。昨年度

までは撮影された日にちを入れていたんですけれども、件数が多くなっ

てきまして日にちを載せられなくなりましたので、今回はその場所ごと

の回数を記載しております。 
5 ページにいきまして咆哮調査ですが、こちらは先ほどの議題で説明い

たしましたので、省略させていただきます。 
先ほどの確認数のところでですね、前回の科学委員会の方でオスメス

比ですね、オスの比率について 0.9 以上になっていますということでご

報告したのですが、その際に、9 月から 11 月の方ですね、繁殖期につい

てはオスの活動が活発になるので、その時期を除いたオスメス比を算出

する方が良いというご助言をいただいております。こちらの方でオスメ

ス比の 9 月から 11 月除いたものを計算してみたんですが、2019 年から

2023 年までの中で 2021 年のみ 0.77 という数字が出まして、それ以外に

つきましては 0.92 から 0.97 と、いずれも 0.9 以上の侵入初期とみられる

数字がでました。2021 年の 0.77 ですが、この年はオスがちょっと、メス

が 3 頭しか確認されてませんので、ちょっとサンプル数が少ないのでち

ょっと高めに出ているのかなと思っております。 
議題 3-1 については以上です。 

環境省 菅野専門官 続いて資料 3-2 については、各機関のニホンジカ対策、調査が含まれて

いますので各機関から説明したいと思います。東北地方環境事務所とし

ては今ご説明したところと、資料 2 でも説明しておりますので説明を割

愛いたしまして、続いて 10 ページの森林管理局から説明お願いします。 
林野庁 林調整官 令和 5 年度ニホンジカ対策事業結果の 10、11 ページの方につきまして
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は、変更ございませんので説明は省略させていただきます。 
12 ページをご覧ください。令和 6 年度ニホンジカ対策事業計画・実績

（暫定）の方ですけども、中・大型哺乳類調査につきましては、現在実施

中ということで、現地の方は 4 月から 11 月については終了しているんで

すけども、データ取りまとめ中ということで、省略させていただきます。 
それから痕跡調査につきましては、これまで 3 月、情報の乏しい冬期

間中心に痕跡調査を海岸方面で実施していたんですが、これまでの調査

結果から海岸にいることはわかっているので、情報の少ない奥地の方で

実施した方が良いのではないかというご意見がありました。それで令和 7
年の 4 月から 5 月ぐらいにですね、今度はなるべく奥の方で実施したい

と考えております。 
あと、3 番目の青森県からの自動撮影カメラの設置協力の方につきまし

ては、1 地点（十和田市）で 3 回撮影があったことは把握しております。  
以上でございます。 

環境省 菅野専門官 続いて青森県自然保護課からお願いします。 
青森県 自然保護課 

辻 総括主幹 

青森県自然保護課でございます。資料 14 ページでございます。県の方

で行っているニホンジカ対策といたしまして、まず調査に関しましては、

モニタリング調査、自動撮影カメラ、それから目撃情報の収集ということ

で、例年行っている調査を継続しております。 
15 ページにはですね、この捕獲のほうになりますけれども、この調査

結果、先ほどの 14 ページの調査結果を踏まえ、本県で生息密度が高い三

八上北地域で捕獲事業を実施しております。その下の 3 番の部分では狩

猟者、本県では大型獣に対応できる狩猟者が少ないということもありま

して、狩猟者の育成・確保を実施しているところでございます。 
以上です。 

環境省 菅野専門官 続いて、林政課から説明をお願いします。 
青森県 林政課 

浅利 技師 

（Web 参加） 

林政課です。15 ページ、続いての下の方になります。林政課の方では、

県内の森林においてニホンジカの被害状況を調査しておりまして、県内

の広い地域において目撃情報は確認されております。また県内の森林に

ついては、目撃情報は出ているけれど森林被害の方は報告されておりま

せん。林政課からは以上になります。 
環境省 菅野専門官 ありがとうございます。 

続いて 16 ページの、食の安全・安心推進課でやられている取組みは説

明は割愛させていただいて、今年度の取組みについても昨年度と同様と

いうことで、説明は割愛をさせていただきます。 
続きまして 20 ページ、秋田県自然保護課から説明をお願いいたしま
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す。 
秋田県 自然保護課 

長岐シニアエキスパー

ト 

（Web 参加） 

令和 6 年度の資料を説明いたします。秋田県では、これまでニホンジ

カの捕獲適地といわれている越冬箇所を、県研究機関と森林総合研究所

の成果で、現在 5 箇所で確認しております。その周辺箇所周辺では、民間

調査会社の方に融雪後に食痕と糞の調査をお願いして、越冬箇所を絞り

込み、そこに指定管理鳥獣捕獲事業を行い、越冬箇所に集まって定着して

いる集団個体の捕獲を目指しています。 
以上で説明を終わります。 

環境省 菅野専門官 ありがとうございます。続いて西目屋村からお願いいたします。 
西目屋村 産業課 

平田主事 

西目屋村産業課平田と申します。 
当村のニホンジカ対策としましては、令和 5 年度、6 年度引き続きとな

りますが、県から支給されたニホンジカ分布・生息状況を把握するための

自動撮影カメラを 7 台と、村でニホンジカを初めとした鳥獣被害、鳥獣

の生息を確認するための自動センサーカメラ 5 台の計 12台で確認を取っ

ているところですが、撮影実績は特にございませんでした。また捕獲体制

の整備としまして、二ホンジカの捕獲を通年許可とし、また村内の回覧に

よって目撃情報を求めているところでございます。令和 5 年は 2 件、令

和 6 年度は巡視員が目撃したという情報が入ってきております。 
以上です。 

環境省 菅野専門官 続いて鰺ヶ沢町からお願いします。 
鰺ヶ沢町 企画観光課 

加藤主事 

鰺ヶ沢町企画観光課の加藤です。 
ページ番号は 24，25 ページとなっております。令和 6 年度のニホンジ

カ対策の事業計画につきましては、事業内容は昨年度と同様となってお

ります。令和 6 年度の現在の状況においても、目撃情報が 3 件のみとな

っております。 
以上です。 

深浦町 観光課 

吉田主幹 

深浦町観光課の吉田と申します。 
ページは 26 ページ、27 ページとなります。 令和 5 年度のニホンジカ

対策事業としましては、令和 4 年度と同様なんですけども、鉄製の箱わ

な 3 基を目撃情報が多い場所に設置しまして、無人カメラで移動経路を

確認できた場合、くくりわなによる捕獲を試みましたが、捕獲には至って

おりません。あと、また令和 5 年度もドローンを活用した生息状況調査

を実施しております。ドローンの使用は令和 5 年の 12 月から令和 6 年の

3 月まで全 5 回行っております。 時間帯としましては、15 時から 16 時

で、ちょっと発見には至っておりません。 また、令和 6 年度も同じよう

な対応なんですけども、鉄製のわなは 3 基から 2 基に減らしております。
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この減らした理由は、ちょっと情報が減ったということになります。また

令和 6 年度もドローンを活用した調査を実施予定でして、今年度は令和

7 年 3 月に 3 回ほどフライトする予定となっております。 
以上です。 

環境省 菅野専門官 続いて、資料 7-3 になります。 
環境省 齋藤保護官 資料 7-3 で助言を得たい事項としまして、ニホンジカの越冬地調査の

進め方についてです。白神山地周辺のニホンジカについての目撃数が増

加しており、侵入が進みつつある段階と考えられますが、生息密度は低

く、計画的かつ効率的な対策をとるのが難しい現状です。今後、捕獲等の

対策を想定する場合に、越冬地の把握が重要であると考えられるため、今

年度、一部の地域で越冬地調査を実施したいと思っております。現在のシ

カの侵入段階を踏まえて、越冬地調査をする場合の調査方法や、調査の範

囲、把握しておく情報等についてご助言をいただきたいと思います。 
今年度の越冬地調査につきましては、19 ページの真ん中から下のとこ

ろにありますように、以前ですね、平成 28 年から 30 年に実施した内容

を参考に計画しております。鰺ヶ沢・深浦・西目屋において、シカが越冬

する可能性がある地点を 10 地点程度選定して、積雪期に各地点で 1 回以

上の調査を実施します。1 つ目はシカの生体調査で、生きた個体がいるか

ということと、2 つ目としてシカの痕跡調査、シカの食痕や足跡・糞など

の有無を調査して、シカが冬期に摂食可能な植物の有無やその植物の状

況などを確認、調査中にシカのものと思われる足跡やシカの生体を確認

した場合は、追跡を試みて追跡先で越冬地の確認や糞の回収等を行いま

す。3 番目として、シカの糞及び摂食植物の採取。シカと思われる糞を見

つけた場合に、サンプリングキットを用いて 15 個程度の糞を回収しま

す。また新鮮な食痕については、葉っぱ 10 枚から 20 枚を切り取って採

取します。また 4 番目として、調査地の環境や調査位置、調査者の調査ル

ート・軌跡などについて記録します。以上のような調査を予定しています

が、ちょっと最初にですね、調査範囲につきましては鰺ヶ沢・深浦・西目

屋としているんですが、この地点数が 10 地点なので今年度実施するのは

この中から絞り込んで行いたいと考えております。 
以上につきまして、何か今後の調査について、こういった点を注意した

方がいいところですとか、調査方法や調査内容のご助言をいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 
中静委員長 ありがとうございました。 

先ほどと同じように助言をいただきたい事項の 7-3 についてのご意見

からまず伺いたいと思います。 
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田口委員 この科学委員会が始まった翌年ぐらいからこのシカの話が始まって、

もう 14 年間ぐらいずっとこの話が出てるんですけれども、いろんなこと

を試行錯誤してきた中で、なかなか捕獲に繋がっていないので、逆に言う

とそれだけ密度は上がっていないということになるので、当初考えてい

たほど勢いがないっていうことですよね。 
ここで今考えられるのは、その低密度でやるときに一番有効なのはや

っぱり罠なんですよ。やっぱり足跡を根拠にして、かける場所を限定し

て、こまめにくくり罠で取っていくっていう獲り方、それからもう一つ

は、時期とその環境によって獲り方を変えるってことですね。つまり、秋

ですね。まだ落ち葉が完全に落ちきっていない、こういうときは、銃器を

使うときに一番危険性があるわけなんですよね。そういうときは、至近距

離で撃つ猟をやった方がいいと思います。だからそれは、巻き狩りをやっ

た方がいいと。例えば、足跡がたくさん見つかったよとか、あるいは農作

物被害でやられたよって言ったら、そこから足跡を追っていくわけです

よね。追ってつけていって、ある程度この場所から、この範囲から出てな

いなという範囲を見つけることです。 
どうやるかっていうと、「ときり」っていう方法ですけど、「徒」を切っ

てみるっていうことですけど、動物の足跡を根拠にして、その沢で挟んだ

間の尾根のどこかにいると。そうすると、この両方の尾根を、真ん中の尾

根を挟んでいる隣の尾根がありますよね。ということは尾根とか沢をぐ

るっと回って、そこから足跡が出ていなければその中にいるっていうこ

とですよね。そしたら、20 人とか 30 人という人数で尾根から下りてく

る人たちと、沢でとっていますか、沢の陰のほうでね。そこで待ち伏せを

する人たちがいて、その待ち伏せの人のへ追い降ろしていくと。何で追い

降ろすかというと、シカは蹄のような足の格好で足がきかないんですね、

雪なんかあるとね。上るスピードよりも下るスピードが速いので、彼らが

逃げやすいように逃がしてやるんですよ。そうすると絶対、沢沿いのほう

にいるんですよ。その沢沿いに立ち止まっているというやり方ですね。冬

になったら逆で、雪が降っているので、大量に一緒に動くってことはあん

まりしなくなるんですよ。要するに自分のエネルギー使いたくないので、

ずっと立ってるんです。ただ撃たれても、仲間が撃たれてもすぐ跳んで跳

ねて逃げるってことじゃなくて、ずっと見ちゃってるんですよ。そういう

ときは、それはどちらかというと二、三人でグループを作って、その二、

三人のグループが何ヶ所かに散っていって、無線でやり取りしながら、自

分たちの位置を相手に伝えながら、なおかつ自分たちが見つけたいもの

がいれば、その都度一つ一つ潰していくと。逃げていくものは大体尾根に
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上がっていくので、その尾根に上がっていくスピードが緩いんですよ。要

するに、雪に埋まっちゃうんですよ。だから、その上がっていくスピード

が遅いので、裏側にいる人間が巻き込んで、先回りすることができる。そ

うすると迎え撃って、それをまた捕獲することが可能になるということ

ですね。 
だから、秋と冬でやり方を変えるっていうことですね。それで根拠は全

部、足跡がとれる秋と冬がいいかなと。夏はやっぱり、なかなかとれない

んで。で、銃は絶対バツがつかないように触らないと。だから、夏どうし

ても獲らなきゃいけないときは、くくり罠とか箱罠とかっていうものを

考えたほうがいいかなと。その、根拠を見つけてきちんと方法を議論し

て、方法を展開すると。そういうときにどういう技術が要るかっていうこ

とを考えて、どういう人が配置に着いた方がいいかということだと思い

ますね。 
今言えることはそういうところかなと。で、獲れ始めると結構獲れるん

ですよ。ただ始めるまでは、やっぱり結構難しいですね。要するに、こう

いうふうに獲れるんだっていうのを、成功体験を猟師たちが持ち始める

と、結構獲れていくようになるんですけど、その成功体験が共有できない

となかなか広がっていかない。そこは猟友会のやり方で、それぞれのやり

方でやっていっていただければいいのかなと思います。 
中静委員長 ありがとうございました。 

この文章を読むと越冬地の調査で気をつけるべきことがあるかという

ような話もあるんですけど、それについてはどうですか。 
田口委員 越冬地はだいたい尾根の上なので、何で尾根上にいるかというと、彼ら

は一番臭いとか音で周りを警戒しているので、情報は集まるのが尾根上

だということ。それからもう一つは、尾根の中でも風の弱いところがある

んですよ。風が弱くて、日当たりがいいところ、そういう場所に必ず作る

ので、そういう場所を的確に把握すると。 
これは一番有効なのは、今だとドローンで探すっていうのがある。結

構、尾根沿いをずっと飛ばすから。それを何度かやってるうちに、引っか

かる例が出てくる。今ドローンが相当精度が良くなってきてるので、ドロ

ーンを買うお金とか使ったことあるけど、WMO なんか使ってるのはも

う 150 万とかそういうのを使ってますから、だからカメラもものすごい

精度がいいカメラですし、ある程度精度が良くないとやっぱりドローン

をどんどん近づけていかなきゃいけないんで近づけていけばいくほど、

木に引っかかったりとか、ちょっと思わぬ事故を拾っちゃったりするの

で。だからできるだけ、カメラの良いものを使わないと、なかなか見つけ
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るのが難しいと。 
由井委員 ドローンを飛ばす時期を教えてください。 
田口委員 ドローンはもう今の時期飛ばしていいと思いますね。ただ風が強いの

で、今の時期は。だから、一番風がない時期になってくるっていうことに

なると、降雪も止む 3 月ぐらいかなと。 
由井委員 今日の資料にあったかもしれないけど、ドローンを飛ばす時期につい

て 9 月，10 月って、今日の資料でしたっけ。説明資料に出してるんです

けども、9 月，10 月っていうのは猛禽類が一番暇な時期で、危険じゃな

い時期なんですよね。3 月っていうと、クマタカもイヌワシも産卵か抱

卵、雛が育つから、場所によりますけどね。どこでも飛ばすってのは危な

いんで、そうするとそれ以外の時期というのは何時か。やっぱり葉っぱが

あると見えづらいから、葉っぱが落ちてからですよね。どう早くても、11
月ですよね。 それから、1 月までなんですかね。それだから、もしドロ

ーン調査をやられるときは、そのポイントと猛禽情報も合わせて、ゴーサ

イン出すかどうか決めなきゃいけないですね。 
中静委員長 ありがとうございました。 

この 3-2 の資料を見ますと、秋田県の自然保護課は既に越冬地を特定

されたり、捕獲にも成功しているということなんですけれど、秋田県の方

あら、経験上のアドバイスとかコメントとかありましたら、ぜひお願いし

たいんですけど、いかがでしょうか。 
秋田県 自然保護課 すみません、質問の内容が全然聞き取れないんですけれども。 
中静委員長 秋田県は資料 3-2 で越冬地が特定できていたり、既に捕獲も成功され

ているということなんですけど、経験的にアドバイスなりコメントがあ

りましたらお願いします。 
秋田県 自然保護課 

長岐シニアエキスパー

ト 

先ほどの東北地方環境事務所の説明もよく聞き取れなくて、何て言っ

ていたか分からないですけれども、（侵入初期の）越冬箇所では（餌植物

が豊富にあり）食べ放題で、好きな植物を一番はじめに食べます。だから、

嗜好性植物が分かるわけで、その嗜好性植物は秋田の場合はフジ・ウリハ

ダカエデ・ナラで確認されています。（越冬箇所では集団定着することで）

樹皮食いが多発するんです。だから、その樹皮食いが集中して起きるとこ

ろは越冬箇所と判断できます。越冬箇所の探索は餌場と、シカの場合は警

戒心が強いので隠れ場所、これがセットになっている（隣接しあってい

る）箇所で行いました。例えば、スギ壮齢林と伐採跡地とか。そういった

場所が隣合わせになっている場所をルート選択して、嗜好性の植物の樹

皮への採食痕が多数認められるところを、越冬候補地としてきました。 
以上です。 
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中静委員長 ありがとうございました。高橋委員、どうぞお願いします。 
高橋委員 

（Web 参加） 

高橋です。細かい捕獲方法をご説明くださったようなんですけども、先

ほど森林管理局の林さんの方から次年度の計画で、もう少しこれまでよ

り内陸側を探す対象にする、っていうようなお話があったと思います。こ

れ私もそういうふうに思っておりまして、一つには海岸付近っていうの

は、地元のハンターさんがもうかなり把握されていますので、それにお任

せした方が多分早いし確実だろうということがひとつ。私どももこれま

でにやってきた中で、海岸付近でまとまった集中的な痕跡ってのは見つ

かっていませんので、なかなか大きな群れが冬まとまって過ごしてるっ

ていうのがあんまりないかもしれないということがひとつ。 
それから、この夏にですね、弘前大学のムラノさんという方が報告出さ

れたんですけども、西目屋自然保護事務所の方と、あと東北森林管理局も

入っていたと思うんですが、合同調査で痕跡・糞からですね、その中身の

植物何が入ってるかっていう DNA メタバーコーディングとか使って、特

徴的な植物いくつか指摘されてるんですけども、チシマザサが出てきた

っていう報告があります。私これまで海岸付近で見てて、クマイザサある

いはチマキザサと呼ばれたりもしますけども、クマイザサ系のササを食

ってるイメージだったんですが、チシマザサが食われているっていうこ

とは、私達が想定しているよりも、雪の深い内陸の方にいるかもしれない

っていうことがこれ推定されるわけですので、もう少し奥寄り、民有地よ

りも国有林内、もしくはより核心部に近い側で、探索したほうがよいので

はないかというふうに申し上げますが、補足です。 
以上です。 

中静委員長 ありがとうございました。もし他にご意見ありましたらお願いします。

いいでしょうか？ 
では時間もあるので、先に進みます。次は議題 4 番目、入山利用の対応

ということで、資料 4-1，4-2，4-3 について事務局からご説明お願いしま

す。 
議題 4 資料 4-1～4-3 (入山利用への対応について) 

環境省 齋藤保護官 資料 4-1 のご説明をいたします。令和 5 年度白神山地世界遺産地域及

び周辺地域の入山者数調査についてです。これは今年の 2 月に公表して

いる資料になります。まず 1 つ目として、環境省では平成 16 年から世界

遺産地域の環境保全の基礎データである入山者数を把握するために、自

動計測装置、機械によって計測を実施しております。一番上、全体の入山

者数ですが、今年度は全 13 地点のうち、7 地点に一応、入山者数カウン

ターを設置いたしました。計測した 7 地点における入山者数の合計が 3



- 29 - 
 

万 9,600 人となり、令和 4 年度の 1 万 6,210 人から 2 万 3,390 人の増加

と大幅に増加しました。令和 5 年度は、白神山地の世界遺産登録 30 周年

と、コロナ禍の移動自粛が解消されたことがあって、数値が伸びたものと

考えられています。 
場所ごとの詳細です。青森県側の入山者数につきまして、暗門地区・大

川地区は、暗門の滝が 6,370 人、高倉森が 232 人、ブナ林散策道が 2 万

6,703 人と、いずれの地点も増加していました。ブナ林散策道については、

平成 28 年の計測開始以来、最高の入山者数となりました。県道 28 号線、

白神ライン沿いです。津軽峠・天狗峠・一ツ森峠・櫛石山は、白神ライン

が閉鎖のため設置しておりません。日本海側です。崩山が 815 人、白神

岳が 1,312 人でした。両地点とも入山者数が増加して、昨年度を上回る

入山者数となっております。秋田県側の入山者数です。二ツ森は道路が閉

鎖されているため、設置しておりません。小岳が 7 月の大雨で、粕毛林道

が閉鎖したものの、8 月に復旧し、全期間で 395 人となりました。岳岱が

1,365 人増加し、3,773 人となりました。3,000 人超えたのが平成 12 年、

11 年ぶりとなります。 
次のページに、今年度の設置箇所の図を載せております。4 ページの方

には、各地点の詳細な月ごとの入山者数の表を載せております。5 ページ

目には、平成 16 年からの経年の入山者数の表を載せております。 
以上になります。 

環境省 菅野専門官 続いて資料 4-2 になります。 
白神山地世界遺産地域及び周辺部の入山利用に係る取組みについてと

いうことで、過去に地域連絡会議として科学委員会からいくつかアドバ

イスを受けておりまして、3 段落目のところで①として「青森県側の核心

地域に入山している人数程度であれば、白神山地の自然環境に大きな影

響は及ばない」ということと、②として「秋田県側と青森県側で入山に関

する方針が異なることに対して、科学的な理由はない」という結論をいた

だいているところです。世界遺産地域や周辺の入山利用について、取組み

を行っていますが、地域からは、入山利用について積極的にやるべきとい

うご意見、逆に入れさせないようにするべきだという様々なご意見があ

りますので、そういったことを踏まえて各種取組みをしているところで

ございます。 
1 番目の遺産地域の現況把握では、関係機関や専門家の調査等による遺

産地域の現況把握を実施するということとしておりまして、令和 5 年、6
年度の取組みとして、合同パトロールや各管理主体による既存登山道の

現況把握などを実施しております。詳細な資料につきましては、9 ペー
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ジ、10 ページに各ルート、登山道の現況把握の状況を記載しております。 
2 番目の遺産地域に精通した人材の育成ということで、核心地域の保全

を強化するため、核心地域含めた遺産地域を巡視できる人材の育成に向

けた具体の検討を進めるというところになっております。こちらにつき

ましては、巡視できる人材の育成を直接の目的としていないものも含ま

れておりますけれども、以下のような取組みを行っているところです。先

ほど資料 2 のところで、森林管理局からも説明ございましたけれども、

白神山地に興味を持つ人材の育成と巡視員の後継者確保に向けた取組み

として、合同パトロール 1 日巡視員の募集試行を実施しておりまして、

大学生 1 名の参加がございました。あとはその下のポツですけども、あ

きた白神認定ガイドの講習・指導というのも秋田県の方でやられており

ます。また 7 ページですけれども、遺産地域入山時に若手ガイドへの同

行の声がけ、白神山地周辺で活動するガイド団体間での意見交換、エコツ

アー事業者からミーティングを通じた中間支援人材の育成などの取組み

を行っているところです。 
続きまして、3 番の緩衝地域周辺部を含む利用の促進ということで、地

域の方から核心地域どころか、緩衝地域や周辺地域もうまく活用できて

いないというご意見もありますので、そういった緩衝地域・周辺地域を含

む利用促進についての取組みについて環白神エコツーリズム推進協議会

における検討状況等を踏まえつつ、検討を進めることにしております。昨

年度・今年度の取組みとしまして、冒頭で当所所長から話があったとお

り、白神山地周辺地域の利活用促進のために白神山地インタープリテー

ション全体計画の検討を開始しております。こちらについては、後ほど資

料 6 のところでご報告させていただければと思いますけれども、白神山

地の資源の掘り起こしとか、価値の明確化、来訪者等に伝えたい白神のス

トーリーというのを検討するということにしております。また、令和 6 年

度白神山地のマザーツリーが枯死したということを踏まえまして、その

後継となるシンボルツリーの選定などをしております。青森県の取組み

としても、アウトドアブランドと連携して自転車で巡る旅ルートの作成、

白神山地ならではのアクティビティの開発・発信を行うための事業の実

施、小学校での校外学習プログラム開発、教員対象のモニターなども実施

をしているということです。7 ページ目の下ですけれども、こちらにつき

ましては秋田県の取組みとして、白神体験塾の実施、データベース web
サイトの構築などを行っておりますし、あとは西目屋村や鰺ヶ沢町、深浦

町でも、各ルートの管理や運営を行っております。続いて、資料 8 ページ

ですが、こちらも藤里町で白神山地遺産センターの運営、緩衝地域に接し
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ている小岳や藤里駒ヶ岳ルートの管理を行っています。 
4 番目の核心地域における入山取り扱いの検討ということで、こちらも

先ほどご説明したとおり、様々な意見があるということで、一定の結論や

合意が得られていない状況であることから、それらの状況を勘案しつつ、

引き続き核心地域の入山については検討課題として取り扱うということ

としております。ここで記載しているのは、遺産地域におけるドローンの

取り扱いを明確にしたことを記載しております。資料 4-2 につきまして

は以上です。 
資料 4-3 につきましては利用に関する各機関の取組みを整理してきた

ものですので説明は割愛させていただきます。資料 4 につきましては以

上です。 
中静委員長 ありがとうございました。 

では、この資料 4 についてご意見・ご質問ありましたらお願いします。 
由井委員 今日の最初に質問しましたけども、入山者数について、津軽峠のところ

は令和 5 年が 0 になっていて、その説明が米印の位置で「津軽峠は通行

止めのため」、こう書いてあるんですけども、先ほどの説明だと、津軽峠

および乱岩の森までいけるっていうお話だったんですが、5 年は駄目だっ

た、そういうことですね。そうすると 6 年の統計はまだ出ていないとい

うことですね。 
中静委員長 他にいかがでしょう。  

いくつかお聞きしたいことがあります。人材育成で巡視員の後継者確

保をやっていただいたのは大変よかったなと思うんですけど、大学生 1
名ということですけど、それについては今後増やしていきたいというふ

うに多分思ってらっしゃると思うんですけど、どういうふうな方策を考

えてらっしゃるんでしょうかというのがひとつあります。 
林野庁 林調整官 そうですね、増やしていきたいと思っておりまして、アンケート調査し

た結果ではぜひ参加したいっていうふうな意見もありましたし、友達に

もお声掛けし行ける人がいれば一緒に行ってもらいたいというふうなこ

ともありました。 
あとは、実施した時期がインターンシップの時期と重なってたようで

して、それでちょっと参加できないっていう方もいらっしゃいましたの

で、来年度はですね、第 1 回目の合同パトロールから募集の方もしてで

すね、できるだけ多くの人に参加していただきたいと思っております。 
中静委員長 ありがとうございました。 

もう一つはですね、これは青森県がやってらっしゃるんですけど、企業

向けの環境保全研修モニターツアーというものをやってらっしゃるって
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いうことなんですけど、これってどういう状況なのか、もう少し詳しくご

説明いただけるとありがたいなと思います。 
青森県 自然保護課 

辻 総括主幹  

 

青森県自然保護課です。 
令和 4 年度、今年度にプログラムを開発をいたしまして、今年度につ

きましてはその環境保全活動、ゴミ拾いであるとか刈り払いとかですね、

そういうことを通じていろいろ考えていただこうというような、そうい

うプログラムの内容にして、今年度についてはそのツアーを開催して、企

業の方にご参加いただいたというような状況であります。 
中静委員長 どのぐらいの企業とか、何人ぐらいとかってそういう規模感は分かり

ますか。 
青森県 自然保護課 

白戸 主査 

企業については 1 社でして、参加人数は 5 名ほどでございました。 

中静委員長 県内の企業ですか？ 
青森県 自然保護課 

白戸 主査 

そうです。 

中静委員長 あの、これ例えば、県外も含めてそういうのを実施するとかっていう計

画もあるんでしょうか？ 
青森県 自然保護課 

白戸 主査 

お声がけとかしながらという形になろうかと思いますけれども。 

中静委員長 ありがとうございました。 
熊谷委員お願いします。 

熊谷委員 ありがとうございます。 
7 ページに、インバウンド対策のことが書いてあります。ガイドが使用

することを想定した英語版のシナリオ等を作成し、研修ツアーを実施し

たとありますが、具体的にどういった方々が何人ぐらい参加して、この後

どういうふうに展開する予定かをお聞かせいただければと思います 
青森県 自然保護課 

白戸 主査 

青森県です。 
ツアーに関しましては、ガイドさんが今後お話するために、すこし指差

しシートみたいなものですとか、簡単に会話が意思疎通できるようなも

のを作ることを今年度の目標としてやっておりまして、実際の研修ツア

ーに関しましては、外国人の方 1 名と、ガイドの方が 1 名というのを深

浦町、西目屋村で 2 回ほど、1 回ずつで計 2 回、実施しております。活用

のほうは、今ガイドさんとこれからどういうことをやっていくとか、そう

いったところを検討していきたいと思っております。 
熊谷委員 少し悩ましいなと思って聞いておりまして、本学には常に 200 名ぐら

い留学生や四十人ほどの外国人教員もいて、実は私に白神山地に行きた
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いって話をよく聞くのですが、そもそも秋田県側からですとアクセスが

非常に限定的で、しかも二ツ森の方はちょっと厳しくて、行くとしたら岳

岱自然観察教育林なんですけども、彼らの期待値としては世界自然遺産

に触れてみたいというところにあります。 
ただ岳岱はご存知のとおり、バッファでさえなくて、非常に歩きやすい

んですけども、行った留学生や外国人教員はこのこぢんまりした整備さ

れた遊歩道が世界自然遺産ですかっていうややネガティブな印象を SNS
で発信し、あまり良い広報にはなっていません。そもそも東北はインバウ

ンドの訪問母数自体非常に低いんですけども、世界自然遺産をもっと効

果的に発信・活用すればさらなる磁石にはなりうるのかなと思ってます。

これ、中長期的な視点が必要なんでしょうけども、そういったことを期待

している人たちが一定数いるっていうのは、認識した方がいいかなと思

ってます。 
以上です。 

中静委員長 ありがとうございました。 
環境省は、国立公園では結構、インバウンドを意識した施策始められて

ると思うんですけど、世界遺産に関してはどういう感じなんでしょう、方

針など。 
環境省 菅野専門官 世界自然遺産全体ということではないですが、白神の場合は国立公園

ではなく、自然環境保全地域であり他の遺産地域と条件の違いもありま

す。資料 6-3 でご説明しようかなと思っておりましたが、多言語対応を含

めてインバウンド利用の推進を考えておりまして、秋田県の藤里町にあ

る世界遺産センター藤里館はインバウンド対応、多言語化がかなり遅れ

ていますので、今年度と来年度で展示改修の設計と工事を 2 年間で行い、

多言語対応、インバウンド利用推進を考えているところです。 
中静委員長 ありがとうございました。今の熊谷委員のお話を聞くと、そういう中で

外国人向けのコンテンツのあり方も結構考えなきゃいけないかなという

印象をもちました。 
由井委員 去年もお話しましたけども、国交省の記事で、水陸両用バスで、運用し

て令和 6 年度は年間で 7,545 名、平成 29 年度の運行開始から 8 年間で 7
万人が乗車してますって、こう書いてあるんですね。だからダム湖までは

たくさん来てるんだけど、その上に行ってるかどうか知りませんけど、そ

うやって前から施設挙げてますけど、まだ乱岩ノ森のトイレまで行けば

ね、白神岳も見えるわけですよね。場合によっては、そこで遠いけれども

イヌワシが飛んでて見える可能性があるんですよね。だからそれをね、例

えば猛禽類を直接脅かすわけじゃないから、核心部を遠くからでも見え
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るということを売りにしてですね、動いてはどうかと思うので。 
ただ、この水陸両用バスは国交省の傘下というかね、そういう関係で動

いているようなんですけども、環白神エコツーリズム推進協議会という

中には国交省関係の部門が入ってるかどうかがよく分からないんですけ

れども、前から申し上げてるようにですね、一緒にやったらどうかと。こ

こには一般財団法人ブナの里白神公社、津軽白神ツアーと関係するよう

なキーワードもありますので、実態としては国交省と連絡があるかない

かだけでもお知らせください。 
中静委員長 いかがですか。 
藤里町 商工観光課 

佐々木課長 

環白神エコツーリズム推進協議会の事務局をしております、藤里町の

佐々木と申します。環白神エコツーリズム推進協議会と国交省との関係

性でございますけれども、今年からシライチという自転車のプロジェク

トの方を始めておりまして、そちらを通じてようやく国交省の観光部局

のほうとやり取りが始まったという状況でございます。 
中静委員長 ありがとうございます。 

他にご意見・ご質問ありますでしょうか。 
蒔田副委員長 

（Web 参加） 

先ほど暗門のブナ林散策道にたくさん人が入られてるっていう話でし

たけど、2 万何千人入って、踏圧等の影響は大丈夫なのかっていうのが、

ひとつ質問です。コメントとして、1 ヶ所にやっぱりこういうふうに集中

するのはよくないので、多数の人を受け入れるとすると、それなりの戦略

をやっぱり考えておかないといけないと思うので、その周辺地域でもっ

と見れる場所を案内するとか、そういうふうなことを連絡協議会とかそ

ういう場で議論する必要があるんじゃないかなというふうに思いますけ

れども。 
中静委員長 どなたか、これに対してお答えになれるようなことありますかね。 

まあ今回の場合、道路が不通状況となっているという条件下でこうい

うことが起きている可能性もあるし、30 周年で増えたっていうのもある

かもしれませんけれど、それも踏まえて何か対策的なところでご提言な

り、考えてらっしゃるとかがあれば、お願いしたいんですけど。 
環境省 菅野専門官 環境省の菅野です。 

踏圧はおそらく調べていないと思いますが、影響があるのかどうかと

いうのは関係機関の方で確認をしたいと思います。先ほどの、その 1 ヶ

所に集中するのは良くないということと、周辺地域でもっと見えるとこ

ろを、場所を確保した方がいいんじゃないかというご意見・アドバイスだ

ったかと思うんですけれども、それについては先ほどご説明したインタ

ープリテーション全体計画を今検討しております。この計画は国立公園
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で議論が進んでいる計画になっておりますが、白神でも周辺地域も含め

て資源の掘り起こしや、そこでどういった利用をして欲しいか、どういっ

た利用をすれば白神の魅力を体験してもらえるかというのを今整理しよ

うとしてますので、地域の方々と一緒に作っていきたいと考えていると

ころです。 
中静委員長 ありがとうございました。 

蒔田委員、そういうことでよろしいですか。 
蒔田副委員長 

（Web 参加） 

はい。 

中静委員長 他にご意見・ご質問ありましたらお願いします。よろしいでしょうか？ 
では、議題 5、松くい虫被害及びナラ枯れ被害についてということで、

事務局からご説明お願いします。 
議題 5 資料 5-1 (松くい虫被害及びナラ枯れ被害について) 
林野庁 林調整官 それでは、資料 5-1 の 1 ページの方をご覧ください。白神山地世界遺

産地域周辺の国有林における松くい虫被害発生及び防除状況でございま

す。青森県側につきましては、令和 5 年シーズンの状況ですけども、異常

木については確認されておりませんが、海岸沿いの方で 42 本の異常木が

確認されてまして、これについては、令和 6 年 6 月までに伐倒駆除を実

施しております。それから令和 6 年シーズンの状況ですけども、現在の

ところ異常木については確認されてはおりません。ただ、海岸沿いの方で

300 本ほどの異常木が確認されており、現在調査中でございます。秋田県

側につきましては、令和 5 年とそれから令和 6 年度とも、松くい虫によ

る被害は確認されておりません。 
続きまして、2 ページのほうをご覧ください。白神山地世界遺産地域周

辺の国有林におけるナラ枯れ被害発生及び防除状況でございます。青森

県側につきましては、令和 5 年シーズンの状況ですけども、津軽署管内

の深浦町で 13,173 本、鯵ヶ沢町で 135 本、弘前市で 61 本確認されてお

ります。津軽署管内の被害木のうち、深浦町 1,101 本、鯵ヶ沢町 135 本、

弘前市 61 本については、令和 6 年 6 月までに伐倒くん蒸又は立木くん蒸

による駆除を実施しております。令和 6 年シーズンの状況ですけども、

津軽署管内の深浦町で 25,294 本、鯵ヶ沢町で 327 本、弘前市で 248 本確

認されております。これは速報値でございます。津軽署管内の被害木のう

ち、深浦町 158 本、鯵ヶ沢町 283 本、弘前市 239 本につきましては、令

和 7 年 6 月までに伐倒くん蒸又は立木くん蒸による駆除を実施予定でご

ざいます。シーズンの考え方については、青森県のほうの考え方でして、

当年度の 7 月から翌年 6 月までの期間を示しております。令和 5 年シー
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ズンまでは、急傾斜地を除く作業の安全が確保できる箇所において被害

木の駆除を実施しておりましたけれども、令和 6 年シーズンにつきまし

ては、青森県ナラ枯れ被害対策検討会での確認内容、特に保全が必要と考

えられるナラ林、それ以外のナラ林に分けまして、それを踏まえて駆除を

今後実施していくこととなります。 
秋田県側の状況ですけども、令和 5 年度の状況については、被害は確

認されておりません。令和 6 年度につきましては、米代西部署管内の八

峰町の中ノ又沢周辺で 15 本が確認されております。現地確認しましたと

ころ、急傾斜地で作業の安全が確保できないということで、被害木の処理

は未実施となります。今後の対応につきまして、松くい虫・ナラ枯れとも

ですね、職員による巡視の実施と、それから県・関係市町村との情報共有

を図りながらですね、連携して被害対策に取組んでまいりたいと考えて

おります。 
以上です。 

環境省 菅野専門官 続いて、青森県林政課、お願いします。 
青森県 林政課 

浅利 技師 

（Web 参加） 

資料 3 ページからになります。 
松くい虫被害についてです。青森県の民有林における松くい虫被害は、

深浦町広戸・追良瀬・深浦・大間越地区に加え、新たに驫木・横磯・月屋・

岩崎地区で確認されてまして、被害本数は 222 本となっております。被

害のほとんどが海岸沿いになってまして、白神周辺にはないというよう

な状況になっております。被害対策としましては、先ほどもでてきまし

た、県防災ヘリコプターやドローン、セスナ機による上空探査のほか、森

林巡視活動業務員や職員による地上目視、被害木周辺のヤニ打ち調査、マ

ツノマダラカミキリの生息調査を実施しております。駆除対策として、こ

れら発見されました被害木は全てカミキリムシが脱出する前に、伐倒燻

蒸処理を実施しております。 
続きまして、4 ページのナラ枯れ被害になります。令和 6 年シーズンが

7 月 1 日から来年の 6 月 30 日までなんですが、もう 10 月末時点で青森

県民有林におきまして、被害木は 2 万 7,524 本とかなり大きく増加して

おります。被害市町村は昨年度の 8 市町村に加え、新たに下北、上北の市

町村を加え、20 市町村で被害が確認されております。下の方に図があり

まして、赤い点が令和 6 年シーズンから新たに被害が確認された箇所に

なっております。幸いにも、白神の周辺には出てはいないんですが、岩木

山周辺とかでもじわじわ被害が出ている状況にあります。 
めくっていただいて、5 ページにあるのは、被害対策としてナラ枯れや

松くい虫に対して、防災ヘリやドローン、セスナによる上空探査のほか、
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地上からの探査で被害木を確認しております。また、9 月にナラ枯れ被害

調査強化月間として、県内全域で一斉調査を実施しております。あと、下

の方にちょっと表もあるんですが、ナラ林の利用は制限をしているんで

すが、今後被害が増えてきた中で、被害を受ける前に利用を進めていこう

というところで、県で定める留意事項とか、あと対策方針とか見直しを進

めているところであります。 
県からは以上になります。 

環境省 菅野専門官 続いて 6 ページ、7 ページにつきましては、秋田県の森林環境保全課は

今日欠席ということで、資料提供のみとなっております。 
横に見ていただいて、左側が秋田県全体、右側が山本管内での状況にな

っております。6 ページが松くい虫、7 ページ目がナラ枯れの被害と対策

状況になっております。 
説明は以上となります。 

中静委員長  ありがとうございました。ご質問・ご意見あったらお願いします。 
 

由井委員 ナラ枯れにつきましてですね、12 月 20 日の朝日新聞にですね、秋田

県八峰町八森なめとこ沢のナラ林は幹だけになってしまった時期も多い

とか、こう書いてあるんです。この「なめとこ沢」というのは、先ほどの

八森の 15 本枯れたところと同じかどうかってのはわかりませんですか

ね。いずれその現状で、世界遺産の境界から何メートルまできてるかって

いうのを、秋田県や青森県でご存知でしたら、ちょっと数字だけを教えて

ほしい。 
中静委員長 遺産地域内にはいっています。 
由井委員 八森も青森もですか。秋田のは八森の真瀬川の上流だったと思います。 
林野庁 林調整官 それはちょっとよくわからない。 
由井委員 わからなければ良いのですが、本当は分布図で、ここまで入ったってい

うのを確認したいんですけれども、それで世界遺産の自然遺産ですから、

そこに入った病害虫を駆除するかどうかって、最初の頃ね協議したと思

いますけれど、もし自然現象なら自然に任せるということだったと思い

ますけれども、いっぱいあればやっぱり相応に影響が出るから、先ほどの

小岳のハイマツも同じですかね、ハバチですかね、檄害になったらどうす

るかって方法までは聞いてませんでしたけども、原則として世界遺産内

にこうした害虫の激害が発生した場合は、駆除せざるを得ないというこ

とでよろしい？ 
中静委員長 いや、科学委員会では、緩衝地域の場合はできるだけくん蒸処理をする

けれど、核心地域はいじらないという話だったと思います。 
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環境省 菅野専門官 お手元の参考資料の一番最後が、ナラ枯れの被害が発生した場合の対

応方針となっております。 
中静委員長 緩衝地域においてナラ枯れ被害が確認された場合には、被害の拡大防

止を図るため、原則として駆除、くん蒸の実施を検討するが、現地の状況

に応じてその他の方法も検討すると。なお、緩衝地域において上記対策を

行う必要が生じた場合であっても、核心地域においてナラ枯れ被害が確

認された場合には、周辺の被害状況を見て監視強化に努めることとしつ

つ、原則として自然の推移になるままとする。 
由井委員 そこはわかりました。ナラ枯れ自体はそんな奥まで入っていかないん

ですよね。しかし、将来もこのまま温度上昇が進めば、だんだん上まで来

るということがひとつなんですけども。もうひとつはですね、シカがです

ね、多分ドングリ食べますよね。ブナの実も食べるんですよね。 
最近は、森林総研の岩手の岩泉のミズナラ調査もずっとそうですし、ブ

ナの森林管理局の調査も、どう見ても何となく豊作年がなんか多くなっ

てるようにも見える。だからそうすると、ただそれは、21 世紀中にブナ

が東北地方から消えるその前兆として、実をたくさんつけて、死なないよ

うにしてるというのかもしれないけども、その過程でクマも喜ぶし、シカ

も喜んでどんどん上に上がってきたり、数が増えるという、そういう現象

がまずあって。 
そういう全体の、植物の実のなりと、この大型獣類の分布の拡大なり衰

退、その相関関係はやっぱり白神でもずっと追う必要があるので、できる

だけ早く林道を復旧してもらってシードトラップサイトに行けるように

するのと、これまでブナの実の豊凶は調べているんですけども、ミズナラ

の豊凶については周辺ではあまり調べられてなくて、秋田県で一部やら

れてるデータと、あとダムサイト西目屋で国交省がしばらくやってたデ

ータがあるぐらいだと思うんですが。 
ミズナラの豊凶データも欲しいんですけど、何かありますか、既存の。 

中静委員長 あんまりないですね。 
由井委員 大変なんだけども、欲しいところです。 
中静委員長 参考意見として。他に、ご意見ありますか。 

数字だけ見てると、R4，R5 ときて、少しナラ枯れについては数字が落

ち着いているように見えたりするんですが、それはもう枯れる木がなく

なってきたからとかっていうような状況だと考えるのか、現場ではどう

いうふうにお捉えになってらっしゃるんでしょうかっていうのをちょっ

とお聞きしたいんですけど、いかがでしょう。 
林野庁 林調整官 聞いてる話ですけども、深浦町の秋田県境に近い方については、ナラ枯
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れがもう大分落ち着いてきてるっていうふうなことで、それより上の方

に、先ほど青森県の図（ナラ枯れ被害位置図）の方にもありましたけど、

北上していって広がっているっていうふうな感じはあります。 
中静委員長 できることはあんまりない、もう今できることをほとんどやっていた

だいてるに近いんだろうと思うので、このまま注意深く、この今のやり方

をやっていくしかおそらくはできないだろうなとは思うんですけれど、

引き続き見ていきたいと思いますし、北海道に入ってしまったので、北海

道とこれから国立公園も含めて、いろんな国有林を含めて相当大変な対

策になるかなと、そっちのほう大変だなという印象を持っています。 
他にご意見ありますでしょうか？ よろしいでしょうか？ 
そうしましたら、最後のその他、資料 6-1，6-2，6-3 のご説明を事務局

にお願いしたいと思います。 
議題 6 資料 6-1～6-3 (その他) 

秋田県 自然保護課 

田口主事 

（Web 参加） 

秋田県自然保護課です。資料 6-1「あきた白神認定ガイド制度の見直し

について」説明させていただきます。 
資料 1 や資料 4-2，4-3 の中にこれまでも記載していますが、平成 30

年度から県認定ガイドあきた白神認定ガイド制度を行っております。ガ

イドの高齢化による人数不足をこの制度により、ガイドの後継者確保す

る目的で進めてきました。これまで 44 名の認定ガイドを認定してます

が、まだ平均年齢を見ると 60 代となっておりやはり課題としては変わっ

ていないのかなというところです。 
 
それを踏まえて、今年度、認定ガイド制度の運営委員会を開催し、制度

の見直しを行ってきました。既存のあきた白神認定ガイドに加え核心地

域を含む遺産地域を深く理解した方を増やしたいということで遺産地域

ガイドの養成の 2 パターンを養成していくこととしました。来年度から

制度の運用をするにあたり事前にご報告ということで、今回お話の時間

をいただいたところでありました。 
こちらからは以上です。 

環境省 菅野専門官 続いて資料 6-2、白神山地におけるインタープリテーション全体計画の

検討について、先ほどご説明をしておりますけれども、このインタープリ

テーション全体計画というのは国立公園を中心に今策定が始まってお

り、先行して雲仙地域策定され、これに関する取組みが進められていると

ころです。白神においても遺産地域だけでなく、周辺地域、周辺自治体も

含めて白神山地の資源や価値を抽出してどのように伝えるか、どんな体

験をしてほしいかというものを整理するということを想定しておりま
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す。そういったことを整理すると、地域内の様々な関係者がこの計画を活

用して一貫性のあるストーリーをもとに地域の魅力を伝えることで、来

訪者や地域の中の人たちにも白神の理解が進んだり、適切な利活用を通

じて地域の経済効果が促進されるというのが期待されると考えていま

す。 
検討スケジュールですけが、今年はワークショップを関係の 9 市町村

で 1 回ずつ開催しておりまして、地域の持つ価値や魅力の抽出をしたと

いうところです。1 月には、ファムツアーと記載していますが、モデルツ

アーのような形で、ツアーを開催したいと考えております。来年度、令和

7 年度にこの計画を策定したいというふうに考えているところです。 
続いて 4 ページ目、こちらもご説明したとおりですが、藤里館の展示

改修を今進めているところです。こちらについては、旅客税を使って改修

ができることになりまして、予算規模 3 億円で、令和 6、7 の 2 年間で改

修を予定しています。主な改修の観点として、インバウンド対応ができて

いないということでこの辺をしっかりやっていきたいというのと、デジ

タル技術を活用して没入感のあるような展示への改修をしていきたいと

いうのがあります。あと、白神山地の生態系の世界的な価値を伝えにく

い、分かりにくい点は課題だと感じておりまして、展示を改修して上手く

伝えていけるようなものにしていきたいなと思ってます。特に、東アジア

最大の原生的なブナ林と紹介していますが、なかなかピンとこない。ま

た、白神山地は他の世界のブナ林と比べて生物多様性が高いと評価され

ていますが、どのぐらい高いのかとか、なぜ生物多様性が高くなったのか

など、なかなか難解なところですので、それらをイラストなども使って、

子供たちにもわかりやすく伝えるような展示に改修したいなというのを

考えております。価値の伝え方についてもまた別にお聞きできればと考

えております。 
以上です。 

中静委員長 ありがとうございました。 
という三つの話題提供があったんですけれども、これに対してご意見・

ご質問ありましたらお願いします。 
熊谷委員 インタープリテーションの件について、ご説明ありがとうございます。 

非常に可能性というか、未来向けの取組みだと思ってお聞きしました。

この委員会、私これまだ第 1 期目で、今までどういう議論されてきたか

ってまだ把握しきってないんですけども、そもそも白神が世界遺産にな

る過程で、最初は世界遺産よりも、Man and the Biosphere っていうの

が確か鮮明に出ていて、その後世界遺産登録になりました。登録後も
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IUCN 的には優等生で、中間評価でも最高で日本の他の自然遺産地域は

その次の評価ですよね。ですから保全という意味では、とてもよくやって

いるのは間違いない。 
一方で、田口委員の専門分野なんでしょうけども、白神山地のブナ帯文

化、森が育んできた、森に育まれてきた人々の営み・文化、そういったも

のが、北東北にはたくさんあって、つい最近には北海道・北東北の縄文遺

跡が世界文化遺産として指定されて、要は青森・秋田には世界自然文化遺

産両方あって、それを考えるとこのインタープリテーションの全体計画

は、非常にそこら辺を包含してるんだろうなと思いながら聞きました。 
それを聞くとですね、これ既に環境省の中で議論あったかもわかりま

せんけども、ユネスコにエコパークっていうのがございますよね。これ屋

久島は実はエコパーク指定を受けていて、そのコンセプトですと核心地

域・緩衝地域、それにトランジションエリア、移行地域含めてより遺産地

域以外の人の営みとか文化とかっていうものをパッケージで発信しやす

くなる。少し大掛かりな話ですが一つの可能性として検討する価値はあ

る思ってます。実はこの話、思いついたわけじゃなくて、ちょっと知り合

いとも意見交換していてですね、是非然るべきタイミングで議論の俎上

に乗っけれればと期待している次第です。 
以上です。 

中静委員長 ありがとうございました。 
エコパークの構想は、周辺での利用をより促進して、持続可能な社会に

近づけるというような形のコンセプトだと思いますので、地域の自治体

の方々とか含めまして、本当にこれから先目指していく姿としてどう考

えるのかっていうことは、地域連絡会議を含めて議論、ディスカッション

してもらいたいと思いますし、そういう中で、科学委員会でもしご助言で

きることがあればいくらでもしたいなというふうに思っております。 
その他いかがでしょう。 
やはり秋田の白神認定ガイド制度、大変いいなと思っていてですね、で

きればやっぱりこれ秋田県だけではなくて青森県にも広げていきたいい

っていただきたいですし、そういう中で環境省がやろうとされているイ

ンタープリテーションのシナリオなんかを両方ともそれを使いながら発

展していくっていうのが、本当に白神全体として一つになってやってい

くのに格好を考えるとそれがいいな、というふうに感想として持ちまし

た。 
他に皆さんいかがでしょうか？ よろしいでしょうか？ 

由井委員 白神世界遺産が最初、生態系保護地域から自然環境保全地域、世界遺産
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って辿ったしょっぱながクマゲラの発見だったんですね。クマゲラにつ

いては本日一切議題に載っておりませんけれども、かといってイヌワシ

の方については、環境省が 3 年に 1 回モニタリングのほうでやるぞとな

ってますけど、実際には毎年地元の方が調べられていて、ある程度把握さ

れています。 
ただクマゲラは全く、令和 2 年に森林管理署が調査されて以降はまだ

やられてないし、最近の目撃記録あるいは写真撮影がほとんどないとい

う状況なので、非常に心配されるわけですけども、本日参加されてる皆さ

んの中でですね、今はこうだというのはおっしゃらなくていいんですけ

ど、もし何らかの記録を持ってましたらですね、各部署の白神センターの

方にですね、集約してファイリングしてですね、ずっとモニタリングらし

きことはですね、やる必要があると思うので、是非そういう機能を果たし

ていただきたいと思います。 
中静委員長 ありがとうございました。 

多分それは遺産センターでやっていただけるんではないかなというふ

うに思います。 
他にもしなければ、よろしいでしょうか？ 
では議事を事務局にお返しいたします。 

閉会挨拶 

環境省 菅野専門官 中静委員長、委員の皆様ありがとうございました。 
では最後に、東北森林管理局の山根部長よりご挨拶を申し上げます。 

林野庁 山根部長 事務局を代表しまして、東北森林管理局の山根から、閉会のご挨拶をさ

せていただきます。 
本日当初予定していました会議時間 3時間を 30分短くして進行をお願

いした中で、円滑な議事を進行していただきました中静委員長大変あり

がとうございました。また、委員の皆様方におかれましては、たくさんの

ご助言・ご意見いただきまして誠にありがとうございました。事務局でご

助言を整理して、委員の皆様にご相談すべきところはまたご相談させて

いただきますのでどうかよろしくお願いいたします。 
今回お 2 人の委員の方が 3 月いっぱいで退任されることとなります。

お 1 人は蒔田副委員長、もう 1 人が松井委員です。蒔田委員におかれま

しては、平成 22 年 6 月のこの科学委員会設置以降 5 期 15 年にわたりご

助言賜ってまいりました。大変お世話になりまして、ありがとうございま

した。また松井委員におかれましては、この 3 年間 1 期お世話になりま

して、誠にありがとうございました。これからも白神山地の遺産地域の保

全管理に応援をいただければありがたいと思っておりますので、引き続
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きご指導よろしくお願いいたします。 
また最後になりますけれども、事務局を構成する機関では世界遺産地

域の保全管理にいろいろな改善を加えながら、しっかり地道に取組みを

進めてまいりたいと考えておりますので、委員の皆様にはこれからもご

指導・ご鞭撻をお願いいたしまして、閉会の言葉といたします。本日はあ

りがとうございました。 
環境省 菅野専門官 山根部長ありがとうございます。  

以上をもちまして、白神山地世界遺産地域科学委員会を閉会いたしま

す。本日はありがとうございました。 

 


